
レベル１

実務実習におけるアウトカム

レベル２ レベル３

研修終了時で期待されるレベル

レベル４

（疾病予防・健康維持・増進の実践）

地域医療や介護、福祉の中で、地域住民の疾病予防

や

健康維持・増進、携わる。

保健医療に関する法規・制度を理解

する。

健康保険、公費負担医療の制度を理

解する。

地域の健康問題やニーズを把握する

重要性を理解する。

①保健医療に関する法規・制度の目

的と仕組みを理解する。

②医療費の患者負担に配慮しつつ、

健康保険、公費負担医療を適切に活

用する。

③地域の健康課題やニーズを把握

し、必要な対策を提案する。

保健医療に関する法規・制度の目的

と仕組みを理解し、実臨床において

患者へ適切に説明できる。

健康保険、公費負担医療の適用の可

否を理解し、患者へ適切に説明でき

る。

地域の健康課題やニーズを把握し、

必要な対策を提案・実行する。

1年目３月 評価日：年 月 日

2年目３月 評価日：年 月 日

3年目３月 評価日：年 月 日

1年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

2年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

3年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

（公衆衛生・災害への対応実践）

公衆衛生等に携わり、個々の課題解決に取り組む。

予防医療・保健・公衆衛生、健康維

持増進・重症化予防の必要性を理解

する。

地域包括ケアシステムを理解し、薬

剤師が果たす役割を理解する。

災害や感染症パンデミックなどの非

日常的な医療需要が起こりうること

を理解する。

④予防医療、保健・公衆衛生、健康

維持増進・重症化予防に努める。

⑤地域包括ケアシステムを理解し、

その推進に貢献する。

⑥災害や感染症パンデミックなどの

非日常的な医療需要に備える。

予防医療・保健・公衆衛生、健康増

進について具体的な改善案などを提

示する。

地域包括ケアシステムを理解し、そ

の推進に積極的に参画する。

災害や感染症パンデミックなどの非

日常的な医療需要を想定し、組織的

な対応を主導する。

1年目３月 評価日：年 月 日

2年目３月 評価日：年 月 日

3年目３月 評価日：年 月 日

1年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

2年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

3年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

２－７ 社会における医療の実践

  医療の持つ社会的側面の重要性を踏まえ、各種医療制度・システムを理解し、地域社会と国際社会に貢献する。

モデルコアカリキュラム

学修目標

F-４-１地域住民の疾病予防・健康維持・増進の推進、介護・福祉への貢献

１）地域住民が自らの健康生活を維持するための健康の相談窓口として、有益な知識・情報を積極的

に提供し、適切なアドバイスを気軽に受けられる環境を整備して、地域住民の健康維持・管理を支援

する。

２）地域包括ケアシステムにおけるかかりつけ薬剤師の役割を理解し、地域住民の介護・福祉を向上

させるために地域連携を推進し、生活環境、生活の質（QOL）の維持・改善に尽力する。

３）地域における医療、保健、介護、福祉等の疫学データを活用して、地域住民の健康状態及び地域

独自の医療、保健、介護、福祉環境等の課題を把握するとともに、それらの課題改善への取り組みを

科学的エビデンスに基づき検討し提案する。

研修者

評価者

F-４-２地域での公衆衛生、災害対応への貢献

１）薬剤師として求められる地域住民の生活・衛生環境の保全、疾病予防や感染拡大防止による医療

環境の維持・整備を実際の地域の中で実践し、地域住民の健康的な環境を確保する。

２）住民・児童生徒に向けた保健知識の普及指導・啓発活動を実践して、住民・児童生徒の公衆衛生

意識を向上し、生活環境の向上に積極的に寄与する。

３）災害時に薬剤師が果たすべき役割や備え等を理解し、行動（シミュレーション）する。

研修者

評価者

コメント (評価者が評価日に記載してください)

コメント (評価者が評価日に記載してください)



レベル１

実務実習におけるアウトカム

レベル２ レベル３

研修終了時で期待されるレベル

レベル４

（医療安全の実践）

当該施設における医療安全を適切に実践する。

医療の質と患者安全の重要性を理解

する。

日常業務において、適切な頻度で報

告、連絡、相談ができる。

インシデントの予防と事後対応の必

要性を理解する。

医療従事者の健康管理と自らの健康

管理の必要性を理解する。

①医療の質と患者安全の重要性を理

解し、それらの評価・改善に努め

る。

②日常業務の一環として、報告・連

絡・相談を実践する。

③インシデントの予防と事後の対応

を行う。

④医療従事者の健康管理（健康診

断、予防接種や針刺し事故への対応

を含む）を実践し、自らの健康管理

に努める。

医療の質と患者安全について、日常

的に認識・評価し、改善を提言す

る。

報告・連絡・相談を実践するととも

に、他者からの報告・連絡・相談に

対応する。

インシデントを分析し、予防と事後

対応を行う。

自らの健康管理に努め、他の医療従

事者の健康管理にも留意する。

1年目３月 評価日：年 月 日

2年目３月 評価日：年 月 日

3年目３月 評価日：年 月 日

1年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

2年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

3年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

コメント (評価者が評価日に記載してください)

２-６ 医療の質と安全管理

  患者にとって良質かつ安全な医療を提供し、医療従事者の安全性にも配慮する。

モデルコアカリキュラム

学修目標

F-３-３医療安全の実践

１）自らのヒヤリハット事例などを振り返り、医療現場の安全の向上に努める。

２）医療に関するリスクマネジメントにおける薬剤師の責任と義務を把握し、医療現場での患者安全

の原則と概念、安全を確保する体制や具体的な方策を説明する。

３）医療過誤やインシデント・アクシデント事例を収集し、要因を解決した上で、発生時や対応時に

おける法的措置（刑事責任・民事責任）を理解し、医療環境に合わせた適切な対応と予防策を検討す

る。

研修者

評価者



レベル１

実務実習におけるアウトカム

レベル２ レベル３

研修終了時で期待されるレベル

レベル４

（多職種との関わりを通した薬剤師職能の理解と自

覚）

多職種との関わりを通して薬剤師としての職能を自

覚することで、チーム医療において職能を十分に発

揮する。

患者、生活者、連携する多職種と円滑なコミュニ

ケーションを図り、情報共有し、発信する。

医療を提供する組織やチームの目的

等を理解し、チームの一員としての

責務を理解する。

チームの構成員と情報を共有する。

①医療を提供する組織やチームの目

的、チームの各構成員の役割を理解

した上で、チームの一員としての責

務を果たす。

②チームの構成員と情報を共有し、

連携を図る。

医療を提供する組織やチームの目的

とチームの目的等を理解した上で、

チームの一員として主体的に役割を

果たす。

チームの構成員と情報を積極的に共

有し、連携して最善のチーム医療を

実践する。

1年目３月 評価日：年 月 日

2年目３月 評価日：年 月 日

3年目３月 評価日：年 月 日

1年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

2年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

3年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

コメント (評価者が評価日に記載してください)

２－５ チーム医療の実践

 医療従事者をはじめ、患者や患者家族に関わる全ての人々の役割を理解し、連携を図る。

モデルコアカリキュラム

学修目標

Ｆ-２-１多職種連携への参画・薬剤師の職能発揮

１）多様な医療チームにおける薬剤師及び多職種の役割を説明し、薬剤師に求められる役割と責任を

自覚する。

２）地域に応じた施設間連携等の医療制度、保健福祉制度等を説明する。

３）機能が異なる病院間、病院と薬局間、薬局と薬局との間等の施設間の連携、地域包括ケアシステ

ムにおける医療、保健、介護、福祉に関する連携に参画して、入退院時等における療養環境の変化に

シームレスな患者支援を実践する。

４）連携する多職種とともに、患者・生活者にとって何が重要な課題かを明確にし、共通の目標を設

定し、チームの活動方針を共有し課題解決を図るとともに、薬学的観点からチームの活動に有益な情

報を提供する。

５）患者や家族が議論や意思決定に積極的に参加できるように多職種・患者や家族に働きかける。

６）各専門職の背景が異なることに配慮し、双方向に互いの専門職としての役割、知識、意見、価値

観を共有する。また、相互理解を深め、対立や葛藤を回避せず、お互いの考えを確認しながら連携す

る職種間の合意を形成し、患者・生活者の問題解決を図る。

７）積極的にコミュニケーションを取り、連携する多職種と信頼関係を構築し、その維持、向上に努

める。

８）連携する多職種との関わりを通して、薬剤師としての専門性や思考、意識、感情、価値観などを

振り返り、その経験をより深く理解して連携に活かすとともに、薬剤師としての専門性向上に努め

る。

研修者

評価者



レベル１

実務実習におけるアウトカム

レベル２ レベル３

研修終了時で期待されるレベル

レベル４

- 最低限の言葉遣い、態度、身だしな

みで患者や家族に接する。

患者や家族にとって必要な情報を整

理し、説明できる。患者の主体的な

意思決定に努める。

患者や家族の主要なニーズを把握す

る。

①適切な言葉遣い、礼儀正しい態度

や身だしなみで患者や患者家族に接

する。

②患者や患者家族にとって必要な情

報を整理し、分かりやすい言葉で説

明して、患者の主体的な意思決定を

支援す

る。

③患者や患者家族のニーズを身体・

心理・社会的側面から把握する。

適切な言葉遣い、礼儀正しい態度、

身だしなみで、状況や患者家族の思

いに合わせた態度で患者や家族に接

する。

患者や家族にとって必要かつ十分な

情報を適切に整理し、分かりやすい

言葉で説明し、薬学的見地を加味し

た上で患者の主体的な意思決定を支

援する。

患者や家族のニーズを身体・心理・

社会的側面から把

握し、統合する。

1年目３月 評価日：年 月 日

2年目３月 評価日：年 月 日

3年目３月 評価日：年 月 日

1年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

2年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

3年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

コメント (評価者が評価日に記載してください)

２-４ コミュニケーション能力

 患者の心理・社会的背景を踏まえて、患者や患者家族と共感的で良好な関係性を築く。

モデルコアカリキュラム

学修目標

B-2-1 対人援助のためのコミュニケーション

１）患者・生活者の心理、立場、環境、状態に配慮し、非言語コミュニケーションを含めて適切なコ

ミュニケーションを図り、良好な人間関係を構築する。

２）対人関係に関わる心理的要因や自己・他己理解を深め、患者・生活者や家族の多様性に配慮した

コミュニケーションを図り、患者・生活者の意思決定に寄り添い、サポートする。

３）患者・患者家族の精神的・身体的・社会的苦痛に配慮し、相手の心情に配慮したコミュニケー

ションを図る。

研修者

評価者



レベル１

実務実習におけるアウトカム

レベル２ レベル３

研修終了時で期待されるレベル

レベル４

（患者情報の把握）

患者情報を適切に収集・評価・共有し、患者状態を

正確に把握して、薬物療法に活かす。

（医薬品情報の収集と評価・活用）

・個々の患者の薬物療法の評価等に必要な情報につ

いて、最も適切な情報源を効果的に利用し、情報を

収集すると共に、得た情報及び情報源を批判的に評

価し、効果的に活用する。

（薬物療法の個別最適化）

・薬物療法の問題点の評価に基づき、問題解決策を

提案、実践し、薬物療法を個別最適化する。

（薬物療法の個別最適化）

・様々なモニタリング項目から患者状態を適切に評

価し、薬物療法の効果と副作用モニタリングを実践

する。

必要最低限の患者の健康状態に関する

情報を心理・社会的側面を含めて、安

全に収集する

基本的な疾患に対する服薬指導を実施

する。

薬剤管理指導として、最低限必要な内

容を適切かつ遅滞なくカルテや薬歴に

記載する。

①患者の健康状態に関する情報を、心

理・社会的側面を含めて、効果的かつ

安全に収集する。

②患者の状態に合わせ、継続的な把握

を含めた最適な服薬管理を行う。

③薬剤管理指導として、薬物治療内容

とその根拠、有効性や安全性の評価、

患者の訴えに対する返答や対応を適切

かつ遅滞なくカルテや薬歴に記載す

る。

複雑な症例において、患者の健康に関

する情報をＩＣＴも活用し、心理的・

社会的側面を含めて、効果的かつ安全

に収集する。

複雑な疾患について、患者の状態に合

わせて最適な服用指導を行う。

薬剤管理指導として、必要かつ十分な

薬物治療の内容とその根拠、有効性や

安全性の評価、患者の訴えに対

する返答や対応を適切かつ遅滞なくカ

ルテや薬歴に記載する。

1年目３月 評価日：年 月 日

2年目３月 評価日：年 月 日

3年目３月 評価日：年 月 日

1年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

2年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

3年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

コメント (評価者が評価日に記載してください)

２－３ 服薬指導等に関する技能と患者ケア

  服薬指導に関する技能を磨き、患者の苦痛や不安等に配慮した服薬管理を行う。

モデルコアカリキュラム

学修目標

Ｆ-１薬物治療の実践

７）個々の患者背景を踏まえ患者の最善のアウトカムを考慮し、科学的根拠に基づく薬物治療の計画を

立案する。

８）薬物治療開始時からその必要性と安全性を評価し、医薬品の不適正使用等によるリスクを回避する

とともに、薬物治療開始後の患者の状態を継続的に把握し、適切に評価し、医薬品の有効性と安全性を

確保する。

９）疾患の病期（急性期、回復期、慢性期、終末期）や患者や家族の希望、年齢（小児から高齢者ま

で）、生理学的変動、療養の環境や生活状況を踏まえ、その状況に適した薬物治療を計画立案し、関係

者間の情報共有により、シームレスな薬物治療を実践する。

１０）複数の疾患、複数の医薬品が複数に関連して治療を受けている患者の薬物治療について、その安

全性、有効性を評価し、生活の質（QOL）の維持・改善、副作用の予防・早期発見等を実践する。

１１）多職種の専門性や思考、意識等の違いを理解し、連携する多職種とどのように関われば最も患

者・生活者にとって有益かを模索する。多職種からの評価を受け入れ、連携による患者・生活者のより

効果的な薬物治療と継続的な薬学的管理を実践する。

研修者

評価者



レベル１

実務実習におけるアウトカム

レベル２ レベル３

研修終了時で期待されるレベル

レベル４

(処方監査と疑義照会の実践）

・調剤監査・処方監査と疑義照会、処方提案を実践

する。

患者情報と医薬品情報に基づき、処方の妥当性、適

切性を判断する。必要に応じて、疑義照会の必要性

を判断し、適切なコミュニケーションのもと実施

し、記録し、次に活かす。

（患者・来局者応対、情報提供・教育の実践）

・患者に情報提供及び患者教育を実践する。

（処方箋に基づく医薬品調製の実践）

・調剤監査、処方監査結果に基づき適正な医薬品調

製を実践する。

医師の治療方針や患者状態を考慮し

た的確な調剤を行う。

①個別化医療を考慮した鑑査を実施

し、的確な調剤を行う。

個別化医療を考慮した鑑査を実施

し、患者の意向や生活の質へ配慮し

た処方提案を行う

1年目３月 評価日：年 月 日

2年目３月 評価日：年 月 日

3年目３月 評価日：年 月 日

1年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

2年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

3年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

（医薬品の供給と管理の実践）

適切な医薬品の供給と管理を実践する。

医薬品の品質確保のための供給と管

理体制を理解し実践する。

②的確な品質管理を実践し、医薬品

の供給及び管理を行う。

医薬品の供給管理に関する課題を分

析し、最適な医薬品の管理を行う。

1年目３月 評価日：年 月 日

2年目３月 評価日：年 月 日

3年目３月 評価日：年 月 日

1年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

2年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

3年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

F-３-１医薬品の供給と管理

１）流通状況を踏まえ、医薬品の供給及び管理を適切に実施する。

２）市販されている医薬品では対応できない場合の医薬品の調製、使用、品質管理等について説明す

る。

研修者

評価者

コメント (評価者が評価日に記載してください)

コメント (評価者が評価日に記載してください)

２－２ 薬学知識に基づく実践能力及び問題解決能力

  医薬品全般にわたる知識を身に付け、他の医療従事者並びに患者及びその家族に対応する。

  調剤、医薬品の管理、医療安全等いずれの業務においても、科学的根拠を理解し、知識・技能を身に付ける。

モデルコアカリキュラム

学修目標

Ｆ-１薬物治療の実践

６）医薬品の適正使用の観点から、処方監査・解析を行い、疑義照会・処方提案を実践し、調剤、服

薬指導、患者教育等を行う。

研修者

評価者



（組織としての医薬品情報管理の実践）

・所属する施設の医療環境における医薬品情報に対

するニーズに基づき、評価情報を提供し、不足情報

に対して創造的に対応する。

医薬品情報を収集・評価し、相手に

合わせた加工を行う。

③科学的根拠に基づいた医薬品情報

を収集し、相手に合わせた発信を行

う。

科学的根拠に基づいた医薬品情報を

収集し、情報を評価、精査するとと

もに相手に合わせた発信を速やかに

行う。

1年目３月 評価日：年 月 日

2年目３月 評価日：年 月 日

3年目３月 評価日：年 月 日

1年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

2年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

3年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

評価者

コメント (評価者が評価日に記載してください)

Ｆ-３-２医薬品情報の管理と活用

１）医療環境に応じて医薬品の情報源や情報媒体を把握し、利用して網羅的かつ最新の医薬品情報を

収集し、医療機関や患者集団への情報の適合性や必要性を考慮する。また、根拠に基づいた適切な評

価及び目的に応じた加工を行い、医薬品情報の提供、発信（伝達）を行う。

２）医療における安全性情報の収集に努めるとともに、安全性情報や回収情報等に対して医療環境に

応じて迅速に対応する。

３）報告されている種々の医薬品に関する情報を整理、統合して、臨床で有益な知見を新たに構築し

て提供する。

４）適切な医薬品情報及び有害事象情報等に基づき、医療環境に応じた医薬品適正使用の推進と安全

対策を立案する。

５）医療環境に応じた医薬品使用基準について理解し，有効かつ安全で経済的な医薬品の採用、使用

等について説明する

研修者



レベル１

実務実習におけるアウトカム

レベル２ レベル３

研修終了時で期待されるレベル

レベル４

（患者情報の把握）

患者情報を適切に収集・評価・共有し、患者状態を

正確に把握して、薬物療法に活かす。

（医薬品情報の収集と評価・活用）

・個々の患者の薬物療法の評価等に必要な情報につ

いて、最も適切な情報源を効果的に利用し、情報を

収集すると共に、得た情報及び情報源を批判的に評

価し、効果的に活用する。

（薬物療法の個別最適化）

・薬物療法の問題点の評価に基づき、問題解決策を

提案、実践し、薬物療法を個別最適化する。

（薬物療法の個別最適化）

・様々なモニタリング項目から患者状態を適切に評

価し、薬物療法の効果と副作用モニタリングを実践

する。

頻度の高い疾患に対する薬物治療に

おける有効性・安全性について評価

を行う。

基本的な情報を収集し、薬学及び医

学的知見に基づいた処方提案を行

う。

患者の社会的背景を考慮した処方提

案を行う。

④頻度の高い疾患に対する薬物治療

における有効性・安全性について適

切な評価を行う。

⑤患者情報を収集し、最新の薬学及

び医学的知見に基づいて、患者の意

向や生活の質に配慮した処方提案を

行う。

⑥患者の社会的背景を考慮し、継続

可能な処方提案を行う。

複雑な疾患に対する薬物治療におけ

る有効性・安全性について適切な評

価を行う。

患者に関する詳細な情報を収集し、

最新の薬学及び医学的知見と患者の

意向や生活の質への配慮を統合した

処方提案を行う。

患者の社会的配慮を考慮した処方提

案を行い、患者背景、多職種連携も

勘案して実行する。

1年目３月 評価日：年 月 日

2年目３月 評価日：年 月 日

3年目３月 評価日：年 月 日

1年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

2年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

3年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

コメント (評価者が評価日に記載してください)

薬学知識を臨床現場で適切に活用するため、最新の薬学、医学及び医療に関する知識を獲得し、根拠に基づく医療（EBM）の考え方と手順を身に付けた上で、できるだけ多くの臨床経験を積み、自らが直面する臨床上の課題の解決を図る。

モデルコアカリキュラム

学修目標

Ｆ-１薬物治療の実践

７）個々の患者背景を踏まえ患者の最善のアウトカムを考慮し、科学的根拠に基づく薬物治療の計画

を立案する。

８）薬物治療開始時からその必要性と安全性を評価し、医薬品の不適正使用等によるリスクを回避す

るとともに、薬物治療開始後の患者の状態を継続的に把握し、適切に評価し、医薬品の有効性と安全

性を確保する。

９）疾患の病期（急性期、回復期、慢性期、終末期）や患者や家族の希望、年齢（小児から高齢者ま

で）、生理学的変動、療養の環境や生活状況を踏まえ、その状況に適した薬物治療を計画立案し、関

係者間の情報共有により、シームレスな薬物治療を実践する。

１０）複数の疾患、複数の医薬品が複雑に関連して治療を受けている患者の薬物治療について、その

安全性、有効性を評価し、生活の質（QOL）の維持・改善、副作用の予防・早期発見等を実践する。

１１）多職種の専門性や思考、意識等の違いを理解し、連携する多職種とどのように関われば最も患

者・生活者にとって有益かを模索する。多職種からの評価を受け入れ、連携による患者・生活者のよ

り効果的な薬物治療と継続的な薬学的管理を実践する。

研修者

評価者



レベル１

実務実習におけるアウトカム

レベル２ レベル３

研修終了時で期待されるレベル

レベル４

豊かな人間性と生命の尊厳に関する深

い認識を持ち、患者・生活者に寄り添

い、権利を尊重し、利他的に行動す

る。

臨床、研究、教育に関する倫理的な問

題を認識する。

①臨床、研究、教育に関する倫理的な

問題を認識し、適切に行動することが

できる。

モデルとなる行動を他者に示す。

1年目３月 評価日：年 月 日

2年目３月 評価日：年 月 日

3年目３月 評価日：年 月 日

1年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

2年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

3年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

２－１ 医療における倫理性

臨床面や研究面、教育面において、倫理原則や関連する法律を理解した上で個人情報に配慮する、患者及びその家族から同意をとる、インシデントを説明するなど、さまざまな意思決定の場面で、軽率に振る舞うことなく熟考した上で対応する。

研修者

評価者

コメント (評価者が評価日に記載してください)

モデルコアカリキュラム

学修目標

Ｆ-５-１医療・福祉・公衆衛生の現場で活動するための基本姿勢

１）個々の患者・生活者に寄り添い、身体的、心理的、社会的特徴の把握に努め、その想いを

受け止めて患者・生活者を全人的・総合的に深く理解する。

２）薬剤師として医療の中で求められる責任を自覚し、自らを律して行動するとともに、薬剤

師としての義務及び法令を遵守する。医療の担い手として、豊かな人間性と生命の尊厳につい

て深い認識を持ち、薬剤師の社会的使命を果たす。

３）関係者と相互理解を図り、信頼関係を構築した上で、他者の意見又は記述された文書を正

しく理解し、それに対する自分の意見を効果的な説明方法や手段を用いて明確に表現する。

４）専門職がチームとして連携して活動を推進するため、チームの活動の活性化に積極的に貢

献するとともに、チームの中での個人の責任を果たす。

５）自己研鑽を続けることは医療・保健に携わる薬剤師の基本であることを理解し、薬学・医

療の進歩に対応するために、医療・保健・介護・福祉・情報・科学技術など薬剤師を巡る社会

的動向を把握する。

６）医療の質的向上に貢献するため、再現性・信頼性・具体性のあるエビデンスの構築に努め

る。



【研修者評価票Ⅰ】

研修者名

評価者名 （職種名：         ）

評価期間 202〇年 4月 1日 ～ 202●年 3月 31日

評価日 202●年 3月 31日  ※3年目の3月(本項目は研修終了時に評価する)

プロフェッショナリズムに関する評価

レベル１

期待を大きく下回る

レベル２

期待を下回る

レベル３

期待通り

レベル４

期待を大きく上回る
観察機会なし

※「期待」とは「研修終了時に期待される状態」とする。

印象に残るエピソードがあれば以下に記述してください。特に「期待を大きく下回る」とした場合は必ず記入をお願いします。

１．社会的使命と公衆衛生への寄与

社会的使命を自覚し、説明責任を果たしつつ、限りある資源や社会の変遷に配慮した公正な医療の提供

及び公衆衛生の向上に努める。

２．利他的な態度

患者の苦痛や不安の軽減と福利の向上を最優先し、患者の価値観や自己決定権を尊重する。

３．人間性の尊重

患者や家族の多様な価値観、感情、知識に配慮し、尊敬の念と思いやりの心を持って接する。

４．自ら高める姿勢

自らの言動及び医療の内容を省察し、常に資質・能力の向上に努める。



【研修者評価票Ⅱ】

研修者名

評価者名 （職種名：         ）

評価期間 202〇年 4月 1日 ～ 202●年 3月 31日

レベル１ レベル２
レベル３

研修終了時で期待されるレベル

レベル４

患者情報に基づき、処方箋の不備・不適切な点の有無を

判断する。判断した内容について、疑義照会の必要性を

判断し、対応する。疑義照会をした場合は、その内容を

適切に記録する。

患者情報と処方薬の基本的な医薬品情報に基づき、処方

の

妥当性を判断する。疑義照会の必要性を判断すると共

に、必要に応じて代替案を検討した上で、適切に実施す

る。

患者情報と薬学的知見を統合し、患者の薬物療法のアウ

トカムに照らして、処方の妥当性、適切性を判断する。

必要に応じて、疑義照会・処方提案を適切に実施し、

チーム内で情報を共有する。

患者個々の薬物療法におけるアウトカムを患者及びチー

ムと共有し、病状の経過や生活環境・心理・想い（ナラ

ティブ）を考慮して、患者に提供される薬物療法の妥当

性・適切性を的確に判断する。

薬物療法における患者のアウトカムを達成するために、

疑義照会・処方提案を行い医師の処方行動の変容を促

す。

1年目３月 評価日：年 月 日

2年目３月 評価日：年 月 日

3年目３月 評価日：年 月 日

1年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

2年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

3年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

医薬品を安全かつ有効に使用するための情報を種々の

ツールを用いて患者に提供する。

指導、教育内容を適切に記録する。

患者の理解度を確認しながら、患者背景に配慮した情報

提供を行う。

患者背景や治療に対する患者の思い、ニーズなどを的確

に

把握し、それを踏まえた情報提供及び教育を行う。

患者との良好な関係を構築し、患者ニーズを勘案した上

で最適な情報提供及び患者教育を継続して実施する。

1年目３月 評価日：年 月 日

2年目３月 評価日：年 月 日

3年目３月 評価日：年 月 日

1年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

2年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

3年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

観点：患者・来局者応対、情報提供・教育の実践

アウトカム：患者に情報提供及び患者教育を実践する。

研修者

評価者

コメント (評価者が評価日に記載してください)

コメント (評価者が評価日に記載してください)

Ｆ-１ 薬物治療の実践

研修者

評価者

観点：処方監査と疑義照会の実践

アウトカム：調剤監査・処方監査と疑義照会、処方提案を実践する。患者情報と医薬品情報に基づ

き、処方の妥当性、適切性を判断する。必要に応じて、疑義照会の必要性を判断し、適切なコミュニ

ケーションのもと実施し、記録し、次に活かす。



計数・計量調剤（散剤、水剤、軟膏など）を正確に行

う。

一包化、錠剤等の粉砕、適切な賦形等、工夫を必要とす

る調剤について、その理由を確認しながら、適切に実施

する。注射処方箋にしたがって、無菌的混合操作を実施

する。

- 監査・調剤において特別な注意を要する医薬品を確認

し、その適切な取り扱いを行う。

調剤業務の中で調製された薬剤の監査を行い、誤りがあ

れば指摘する。

抗悪性腫瘍薬調製において、ケミカルハザード回避操作

を適切に実施する。

-

1年目３月 評価日：年 月 日

2年目３月 評価日：年 月 日

3年目３月 評価日：年 月 日

1年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

2年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

3年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

患者から薬物治療に係る基本的な情報（症状、既往歴、

アレルギー歴、医薬品の使用歴、副作用歴､生活状況等）

を収集する。患者情報の各種媒体（診療録、調剤録・指

導記録、看護記録、検査記録、お薬手帳等）から薬物治

療に必要な情報を収集し、評価する。

患者の病態や状況（高齢者、妊婦・授乳婦、小児、障害

を

持った方等）に配慮し、情報を収集する。自ら身体所見

を得るための観察・測定等を実施し、収集した患者情報

を評価し、患者の状態を把握する。

患者の薬物療法のアウトカムを達成するために必要な情

報

を的確に判断し、患者から情報収集する。多職種との情

報共有の機会(回診、カンファレンス等）に積極的に参加

し、情報の発信と共有により、患者情報の精度を高め、

より多面的かつ正確に患者状態を把握する。

把握した患者情報を、患者の環境、状態、必要性に応じ

て、医薬品の効果や副作用のモニタリングに活用し、継

続的に収集・整理・把握し、薬物療法の評価に活かす。

1年目３月 評価日：年 月 日

2年目３月 評価日：年 月 日

3年目３月 評価日：年 月 日

1年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

2年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

3年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

個々の患者の薬物療法の評価等に必要な基本的な情報源

である医薬品添付文書、インタビューフォーム、RMP,診

療ガイドラインなどを確認し、情報収集する。得た情報

の評価を行う。

個々の患者の薬物療法の評価等に必要な情報調査におい

て、その目的を明確にし、基本的な情報源に加え、複数

の情報源を利用して調査を実践する。得た情報の評価を

常に行い、患者や医療スタッフのニーズを踏まえて提供

する。

個々の患者の薬物療法の評価等に必要な情報調査におい

て、その目的に合わせて、一次資料（原著論文）も含め

た適切な情報源を利用し、調査を実践する。

得た情報を量的、質的に評価し、提供する。

患者の行動変容につながる情報や医療の質向上に寄与す

る

情報を主体的に作成・発信する。

個々の患者の薬物療法の評価等に必要な情報調査におい

て、その目的に合わせて、最も適切な情報源を効果的に

利用し、情報を収集する。得た情報及び情報源を批判的

に評価し、活用する。不足する情報については、常に新

たな情報を収集・整理し、エビデンスを創出するよう努

力する。

1年目３月 評価日：年 月 日

2年目３月 評価日：年 月 日

3年目３月 評価日：年 月 日

1年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

2年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

3年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

観点：処方箋に基づく医薬品調製の実践

アウトカム：調剤監査、処方監査結果に基づき、適正な医薬品調製を実践する。

観点：患者情報の把握

アウトカム：患者情報を適切に収集・評価・共有し、患者状態を正確に把握して、薬物療法に活か

す。

観点：医薬品情報の収集と評価・活用

アウトカム：個々の患者の薬物療法の評価等に必要な情報について、最も適切な情報源を効果的に利

用し、情報を収集すると共に、得た情報及び情報源を批判的に評価し、効果的に活用する。

研修者

コメント (評価者が評価日に記載してください)

評価者

コメント (評価者が評価日に記載してください)

研修者

評価者

コメント (評価者が評価日に記載してください)

研修者

評価者



薬物療法の有効性、アドヒアランス不良や腎機能低下時

の投与量などの基本的な安全性の問題点を識別し、現状

評価を行い、必要な場合は処方設計を行う。

常に、有効性、安全性、経済性の観点から問題点の識別

と現状評価を行う。

処方設計を含めた解決策について、主体的に検討し、当

該ケースの薬物療法の個別最適化に努める。

薬物療法の問題点を主体的に識別する。問題点の現状評

価

を明確に行い、処方設計や他の解決策について検討し、

論

理的で実行可能な解決策を明示し、提案する。

薬物療法や生活習慣の問題点を重要性や緊急性を考慮し

て適切に識別し、現状評価を正確に行う。当該ケースに

おける最善の解決策を見極め、提案する。

論理的で実行可能な解決策を実行に移し、その結果を評

価する。

1年目３月 評価日：年 月 日

2年目３月 評価日：年 月 日

3年目３月 評価日：年 月 日

1年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

2年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

3年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

代表的な疾患を有する患者を担当し、薬物療法の有効

性、安全性を評価する指標を適切に指摘する。

患者の状態をモニタリングするためのツールとして、臨

床検査値の継続的な確認をする。

薬物療法の有効性、安全性を評価するために必要な指標

を継続的にモニタリングし、患者の状態を評価する。評

価結果は、適切にカルテや薬歴などに記録する。

患者の状態、薬物療法の有効性及び安全性、QOLの維

持・改善や効果不十分などの観点で患者を観察し、適切

に判断する。安全性の面では、相互作用、副作用の発現

等を検討し、必要に応じて、処方変更や問題解決につな

げる。副作用を確認した場合は、副作用軽減化の対策を

検討すると共に、副作用報告等を主体的に実施する。

薬物療法に関する経過モニタリングを基に患者の状態を

総合的に評価し、処方設計や問題解決につなげ、薬物療

法のPDCAサイクルを効果的に回し、薬物療法の質の向上

に貢献する。

1年目３月 評価日：年 月 日

2年目３月 評価日：年 月 日

3年目３月 評価日：年 月 日

1年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

2年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

3年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

評価者

コメント (評価者が評価日に記載してください)

研修者

評価者

コメント (評価者が評価日に記載してください)

研修者

観点：薬物療法の個別最適化

アウトカム：様々なモニタリング項目から患者状態を適切に評価し、薬物療法の効果と副作用モニタ

リングを実践する。

観点：薬物療法の個別最適化

アウトカム：薬物療法の問題点の評価に基づき、問題解決策を提案、実践し、薬物療法を個別最適化

する。



レベル１ レベル２
レベル３

研修終了時で期待されるレベル

レベル４

多様なチーム医療の発揮が求められる現場に身を置き、

多職種のチームでの役割発揮を観察し、多職種の専門性

を理解する。多職種と積極的にコミュニケーションをと

り、他者からの評価を受け入れ、チームの一員となる努

力をする。

多様なチーム医療の現場で、患者･生活者の抱える課題、

問題点とチームの目標と方針を把握する。この中で、自

らの職能をどう活かすかについて意見を持つ。多職種と

関わることで、チーム医療における薬剤師職能のニーズ

に気づき、チームでの情報共有と意思表示を行う。

患者・生活者の抱える課題や問題について多職種での情

報

共有を適切に行い、明確化すると共に、議論に積極的に

加わる。この中で、薬剤師としての思考、意識、感情、

価値観等を常に振り返る。その経験と省察を繰り返す。

患者・生活者の抱える課題や問題に対し、多職種で目標

を設定し、合意形成を図ることなどにより、患者・生活

者・家族などの意思決定を支援する。シームレスな患者

支援を実践するために、常に、薬剤師としての専門性向

上に努める。

1年目３月 評価日：年 月 日

2年目３月 評価日：年 月 日

3年目３月 評価日：年 月 日

1年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

2年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

3年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

コメント (評価者が評価日に記載してください)

Ｆ-２-１ 多職種連携への参画・薬剤師の職能発揮

研修者

評価者

観点：多職種との関わりを通した薬剤師職能の理解と自覚

アウトカム：多職種との関わりを通して薬剤師としての職能を自覚することで、チーム医療にお

いて職能を十分に発揮する。患者、生活者、連携する多職種と円滑なコミュニケーションを図

り、情報共有し、発信する。



レベル１ レベル２
レベル３

研修終了時で期待されるレベル

レベル４

所属する施設で取り扱う医薬品の種類と取扱い上の注意点を把

握し、発注や補充、棚卸等の業務の中で適切な在庫管理を行

う。

取扱いに注意が必要な医薬品 （劇薬・毒薬・麻薬・向精神薬お

よび覚醒剤原料、特定生物由来製品、放射性医薬品、院内製

剤、薬局製剤等）の適切な管理（発注、供給、 補充、保管、記

録等）を実践する。

医薬品の保管条件や有効期限を考慮した管理と供給を行う。

医薬品の供給と品質管理について、課題を分析し、抽出する。

抽出した課題に対し、解決するための対策を議論し、提案す

る。

適切な医薬品の供給と管理を実践するために、不足している情

報やテーマを明確化し、新たな知見を見いだす取り組みを行

う。

1年目３月 評価日：年 月 日

2年目３月 評価日：年 月 日

3年目３月 評価日：年 月 日

1年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

2年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

3年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

コメント (評価者が評価日に記載してください)

Ｆ-３-１ 医薬品の供給と管理

研修者

評価者

観点：医薬品の供給と管理の実践

アウトカム：適切な医薬品の供給と管理を実践する。



レベル１ レベル２
レベル３

研修終了時で期待されるレベル

レベル４

所属する施設の医療環境に応じて医薬品適正使用及び安

全性情報を積極的に収集､管理する。

所属する施設の医療環境における医療従事者、患者など

のニーズを把握し、根拠に基づいた適切な評価を行い、

目的に応じて加工し、適切な医薬品情報の提供、発信

（伝達）を行う。

適切な医薬品情報及び有害事象情報等に基づき、医療環

境に応じた医薬品適正使用を推進するための安全対策を

立案する。

医薬品の採用に当たって評価すべき情報をあげ、必要な

情報を収集して、有効かつ安全で経済的な医薬品の採

用、使用等について説明する。

適正使用を推進するために不足している情報やテーマを

明確化し、新たな知見を見いだす取り組みを行う。

1年目３月 評価日：年 月 日

2年目３月 評価日：年 月 日

3年目３月 評価日：年 月 日

1年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

2年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

3年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

コメント (評価者が評価日に記載してください)

Ｆ-３-２ 医薬品情報の管理と活用

研修者

評価者

観点：組織としての医薬品情報管理の実践

アウトカム：所属する施設の医療現場における医薬品情報に対するニーズに基づき、評価情報を提供

し、不足情報に対して創造的に対応する。



レベル１ レベル２
レベル３

研修終了時で期待されるレベル

レベル４

所属する施設で実施されている医薬品および医薬品以外

の安全管理体制、手順書等を確認し、その仕組みを理解

する。

自分の経験したミスを記録し、報告し、振り返り、分析

する。

分析に対して対応策を検討し、実行する。

研修のなかで経験したり、蓄積されているインシデント

やアクシデント、プレアボイド報告などをもとに、所属

する医療環境の医療安全における課題を分析し、抽出す

る。抽出した課題に対し、解決するための対策を議論

し、提案する。

医療安全のレベルを向上するために不足している情報や

テーマを明確化し、新たな知見を見いだす取り組みを行

う。自身の経験を振り返り、各種手順書への反映やプレ

アボイド報告などを通じ、医療安全の質向上に積極的に

関与する。

1年目３月 評価日：年 月 日

2年目３月 評価日：年 月 日

3年目３月 評価日：年 月 日

1年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

2年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

3年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

コメント (評価者が評価日に記載してください)

Ｆ-３-３ 医療安全の実践

研修者

評価者

観点：医療安全の実践

アウトカム：当該施設における医療安全を適切に実践する。



レベル１ レベル２
レベル３

研修終了時で期待されるレベル

レベル４

自らの健康観察を行い、「感染しない」「感染させな

い」ための基本行動をとる。

感染予防に配慮し、臨床検体・医療廃棄物を適切に取り

扱う。施設の感染管理の規定を遵守する。標準予防策を

適切に実践する。

当該施設での感染対策（予防、まん延防止など）につい

て、課題を分析し、抽出する。抽出した課題に対し、解

決するための対策を議論し、提案する。

感染制御のレベルを向上するために不足している情報、

テーマを明確化し、新たな知見を見いだす取り組みを行

う。

1年目３月 評価日：年 月 日

2年目３月 評価日：年 月 日

3年目３月 評価日：年 月 日

1年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

2年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

3年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

コメント (評価者が評価日に記載してください)

Ｆ-３-４ 医療現場での感染制御

研修者

評価者

観点：感染制御の実践

アウトカム：感染制御を理解し実践する



レベル１ レベル２
レベル３

研修終了時で期待されるレベル

レベル４

地域住民からのセルフケア、セルフメディケーションの

相談に積極的に応じる。

地域住民に対する健康相談、栄養相談、介護相談等の機

会を積極的にとらえ、参加し、地域住民の潜在的な問題

に気づく。

地域住民の健康や疾病予防における課題や問題点を抽出

し、整理し、解決を目指した取組に積極的に関わる。

地域住民の健康や疾病予防について整理抽出した課題に

対し、地域の疫学的データなどを利用して対応策を検討

し、提案する。この繰り返しにより地域の公衆衛生の向

上に積極的に関与する。

1年目３月 評価日：年 月 日

2年目３月 評価日：年 月 日

3年目３月 評価日：年 月 日

1年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

2年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

3年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

コメント (評価者が評価日に記載してください)

Ｆ-４-１ 地域住民の疾病予防・健康維持・増進の推進・介護・福祉への貢献

研修者

評価者

観点：疾病予防・健康維持・増進の実践

アウトカム：地域医療や介護、福祉の中で、地域住民の疾病予防や健康維持・増進、携わ

る。



レベル１ レベル２
レベル３

研修終了時で期待されるレベル

レベル４

地域、組織の業務継続計画（BCP）活動に参加し、自ら

の行動をシミュレーションし、記述する。地域における

感染症予防、拡大防止を想定し、発生における消毒や予

防対策をシミュレーションする。

(災害)当院が災害拠点病院であることを理解している。

学校薬剤師に同行し、学校環境の問題点の抽出とその改

善対応に取り組む。医薬品適正使用や薬物乱用防止、禁

煙活動などに取り組み、現状の把握を行うと共に、教育

的な指導に取り組む。

地域住民や学校の生活・衛生環境の保全における課題や

問題点を抽出し、解決を目指した取組に積極的に関わ

る。

(災害)災害時における病院と薬剤師の役割を理解してい

る。

地域住民や学校の生活・衛生環境の保全について整理抽

出した課題に対し、具体的な対応策の検討を行い提案す

る。この繰り返しにより、地域住民の公衆衛生意識の向

上と生活環境の向上に積極的に関与する。

(災害)災害時における病院と薬剤師の役割を理解し、実

践できる。

1年目３月 評価日：年 月 日

2年目３月 評価日：年 月 日

3年目３月 評価日：年 月 日

1年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

2年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

3年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

コメント (評価者が評価日に記載してください)

Ｆ-４-２ 地域での公衆衛生、災害対応への貢献

研修者

評価者

観点：公衆衛生・災害への対応実践

アウトカム：公衆衛生等に携わり、個々の課題解決に取り組む。



レベル１ レベル２
レベル３

研修終了時で期待されるレベル

レベル４

生と死の現場で、薬剤師が人の命に関わる職業であるこ

とを自覚し、何ができるかを深く考察する。他者の人権

を尊重し、思いやりを持って利他的に行動する。

生命の尊厳を意識し、多様性、人間性を尊重する。患

者・生活者の視点に立ち、その想いを受け止め、生活全

般を観察・評価する。

患者・生活者の想いに寄り添い、その自己決定をサポー

トする。患者・生活者の安全と利益を最優先した倫理的

判断をする。

患者・生活者を全人的・総合的に深く理解し、患者・生

活者の利益と安全を最優先して行動する。

1年目３月 評価日：年 月 日

2年目３月 評価日：年 月 日

3年目３月 評価日：年 月 日

1年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

2年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

3年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

薬剤師としての義務及び法令を遵守する。患者・生活者

のプライバシー保護に留意する。自らの健康管理や時間

管理が、患者・生活者の健康を守ることに直結すること

を自覚する。

医療人として守らなければならない法令を遵守し、法令

の遵守ができていない事例などを見過ごさず、その適切

な解決に積極的に参画する。

薬剤師としての人の健康の維持・増進に貢献する社会的

使命を深く理解し、使命感と責任感を自覚する。

医療人として社会に貢献する自覚と心構えを持ち、常に

自らを律して行動する。

1年目３月 評価日：年 月 日

2年目３月 評価日：年 月 日

3年目３月 評価日：年 月 日

1年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

2年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

3年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

人の命に深く関わり健康を守るという職責を自覚し、常

に知識と技能の修得に努める。

進化する社会のコミュニケーションや情報関連ツールを

適切に活用して、社会の変化に対応する。生涯にわたり

学び続ける価値観を持ち、自分自身又は仲間と学び合う

ことを通して、共に学ぶ姿勢を心がける。

研鑽を続けることは医療・保健に携わる薬剤師の基本で

あることを理解し、主体的に自己研鑽に努める。良き後

輩を育てることは医療人としてのつとめであることを認

識し誰かのロールモデルとなるよう努力する。

医療・福祉・公衆衛生を担う薬剤師として、自己及び他

者と共に研鑽し教えあいながら、自ら到達すべき目標を

定め、生涯にわたって学び続ける。

1年目３月 評価日：年 月 日

2年目３月 評価日：年 月 日

3年目３月 評価日：年 月 日

1年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

2年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

3年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

コメント (評価者が評価日に記載してください)

評価者

コメント (評価者が評価日に記載してください)

研修者

評価者

コメント (評価者が評価日に記載してください)

研修者

観点：医療人としての心構えと自己研鑽

アウトカム：薬剤師としての社会的責務を深く理解し、使命感と責任感を持つ。

観点：医療人としての心構えと自己研鑽

アウトカム：医療人としての心構えを持ち、常に自己研鑽に努める。

Ｆ-５-１ 医療・福祉・公衆衛生の現場で活動するための基本姿勢

研修者

評価者

観点：医療人としての倫理観と利他的行動

アウトカム：豊かな人間性と生命の尊厳に関する深い認識を持ち、患者・生活者に寄り添

い、権利を尊重し、利他的に行動する。



他者に対して、誠実に思いやりを持って対応する。他者

からのフィードバックを適切に受け入れる。

自身の限界を認識し、他者を理解することに努める。

他者理解の妨げとなる偏見や自己の知識不足による理解

不足がないか常に意識して行動する。

多職種と協働する上において、職能の背景が異なること

に配慮し、情報共有し、意見交換し、相互理解に努め

る。

自他の役割や思考・行為・感情・価値観を踏まえ、協働

する多職種で信頼関係を構築するよう努力する。時に生

じる職種間の葛藤にも適切に対応し、互いの職能を活か

し合い、職種としての役割を全うする。

1年目３月 評価日：年 月 日

2年目３月 評価日：年 月 日

3年目３月 評価日：年 月 日

1年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

2年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

3年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

患者の担当や事例の経験について、得た学び、気づきを

常に記録し、自ら省察する。

患者の担当や事例経験からの気づきを定期的に振り返

り、議論し、内在している問題や課題を検討し、明確化

する。

明確化した問題や課題に対し、解決に向けたアプローチ

を議論し、解決策・対応策を提案する。

臨床現場で実施可能な内容については、問題や課題の解

決に向けた取り組みを行う。

臨床現場での経験や課題解決の取組、科学的アプローチ

による臨床課題の発見・解析等をまとめ、公表する。

※公表とは、大学での発表、学会への発表、症例報告や

大学に持ち帰っての議論や検討、さらに論文での公表等

を想定。

1年目３月 評価日：年 月 日

2年目３月 評価日：年 月 日

3年目３月 評価日：年 月 日

1年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

2年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

3年目３月 評価日：年 月 日 評価者：

観点：エビデンスの構築への貢献

アウトカム：医療現場や地域の課題を科学的な視点で考察し解決策を提案するとともに、そ

の成果を広く社会に公表し薬学の進歩に資する。

研修者

評価者

コメント (評価者が評価日に記載してください)

研修者

評価者

コメント (評価者が評価日に記載してください)

観点：他者との相互理解と信頼関係の構築

アウトカム：他者との相互理解をはかり、信頼関係を構築する。



2026業務到達度評価表（1階調剤室）

氏名 最終自己評価 最終評価

4月 5月 6月 7月 8月 9月 3月
評価者印

(  )

評価者印

(  )

評価者印

(  )

評価者印

(  )

評価者印

(  )

評価者印

(  )

評価者印

【調剤室（1階）】 / / / / / / / / / / / / /

・処方箋の取り扱い（4月-5月）

調剤業務に関わる事項（処方箋、調剤録、疑義照会等）の意義や取り扱いを

法的根拠に基づいて説明できる
A

調剤業務に関わる法的文書（処方箋、調剤録等）の適切な記載と保存・管理ができる A

処方箋の様式と必要記載事項、記載方法について説明できる A

処方箋の監査の意義、その必要性と注意点について説明できる A

処方箋の記載事項（医薬品名、分量、用法・用量等）が適切であるか確認できる A

電子カルテおよび調剤システムを理解し使用できる A

処方区分の違いを理解して、振り分け(かごの色分け)ができる A

外来(院内、院外、透析)、入院(当日、翌日、翌々日(定期、退院、臨時)、異常時)の優

先順位の判断ができる
A

処方箋、薬袋、薬剤情報提供書の記載事項を理解し調剤ができる

【外来(入院)の日数制限、湿布の枚数、頓用の回数、外用の使用部位の記載】
A

薬袋、薬剤情報提供書への手書きが必要な記載事項を理解し調剤ができる

(粉砕・混合、インスリンの単位、曜日、日付、1回量等)
A

お薬手帳の発行ができる A

使用期限について理解し、必要な期限シールを選択できる A

薬剤の払い出しができる（バーコード払い出し、進捗確認） A

内服側のハイアラート薬（ノボリンR注、麻薬）を理解し調剤ができる A

患者コメントに記載されている内容を理解し調剤ができる　（入力は窓口の項目で) A

修正、削除処方箋の取り扱いを理解し調剤ができる A

調剤業務

・内服計数調剤（4月-5月）

処方箋に従って正確に計数調剤が実践できる A

Gxハンディを用いて調剤ができる A

処方箋上の特殊記号(★、▲、♯、【B肝】、【箱】)、表示の工夫(新、増、減、色・

規格、剤形、帳簿、患者コメント)を理解し調剤ができる
A

リーフレット(説明書、デザイン変更・名称変更、冷所保存)をつける薬剤を理解し調

剤ができる
A

取り締まりのある薬剤【毒薬・向精神薬(コンサータ、エフピー、プレグランディン、

フルニトラゼパム含めて)】の調剤方法を理解し調剤ができる
B

施錠が必要な薬剤（法律、ＪＣＩ上）を理解し調剤ができる A

定数配置薬(ストック薬、済み処方)処方について理解し、調剤ができる（14時に全病

棟調剤）
A

栄養剤（薬札が発行されるエレンタール、ラコール、エンシュアHの調剤及び特殊ミルク）の

調剤ができる（栄養剤のボトルの保管場所がわかる）
B

フレーバーがある薬剤を理解し調剤ができる A

インスリン1本あたりの単位数を把握し調剤ができる

（1本で何日分か確認できる）
A

自己注射（インスリン等）する医薬品の調剤及び必要な物品（針、ＳＭＢＧ等）を理

解し調剤できる
A

相互作用のある薬剤の処方確認ができる（ワーファリンやウブレチド処方時） B

予約品の払い出し、次回分の予約表への記入もしくは「医薬品予約」へメールができ

る
A

外来ストック使用の薬剤の取り扱いについて理解し調剤ができる A

・外用剤（計数） 　

用法用量、使用方法(点眼、点鼻、点耳、貼付、坐薬)を理解し調剤ができる A 　

容量を把握し調剤ができる(例)吸入薬　1ｷｯﾄで何日分に相当するのか） A

・外用剤(軟膏・クリーム）

外用剤の計量調剤が実践できる(軟膏ツボの選択も含む) A

混合調剤ができる(混合可否の判断、軟膏ツボの選択、練り器の使用、使用期限) A

冷所管理の軟膏を理解し調剤ができる A

・外用水剤（4-5月）

処方の内容から、用法用量が適切であるか判断ができる（小児用量含め） A

水剤鑑査システムを使用し調剤が実践できる（感熱紙の交換も含む） A

ラベルの作成、薬剤情報提供書への記載ができる A

適切な投薬瓶の選択ができる（内用、外用） A

開封日、使用期限のシールを貼付し、期限管理ができる A

希釈および混合調剤ができる(計算含め) A

点鼻薬の分注ができる（トラマゾリン、プリビナ点鼻） A

リンデロン（吸入）/キシロカイン吸入（1回分）の作成ができる A

・内用水剤（4-5月）

処方の内容から用法用量が適切であるか判断できる（小児用量含め） A

水剤鑑査システムを使用し調剤ができる（感熱紙の交換も含む） A

ラベルの作成、薬剤情報提供書への記載ができる A

適切な投薬瓶の選択ができる A

開封日、使用期限のシールを貼付し期限管理ができる A

水剤の配合変化の調べ方を理解し調剤ができる A

賦形および混合調剤ができる(計算含め) A

NICU、GCU（入院のみ）は原液調剤で払い出すことを理解し調剤ができる

（処方箋上より賦形を消す・退院処方、外来処方は必要時賦形）
A

特殊な薬剤について理解し調剤ができる(ファンギゾンシロップ、アルファロール液、

レスピア、ネオーラル内用液)
B

予製を作成することができる（Uシロップ） A

・錠剤分包機（ODP）（4-5月）

一包化調剤の必要性を判断し調剤ができる A

薬剤の性質上や調剤規則上、防湿・遮光管理が必要な薬剤、分包不可・手入れとなる

薬剤を判断・理解し調剤ができる
A

DTA・ユニバーサルカセット（UC）へ薬剤を適切にセットすることができる A

錠剤カセッターの補充ができる A

半錠予製の作成ができる A

半錠Bladeを使用することができる（清掃も含む） B

割り込みや再発行操作ができる A

レシート、分包紙、インクリボンの交換ができる A

エラーの解除ができる A

TAB　SORTを使用し返品作業ができる A

・散剤（4-5月）

散剤監査システムを使用し調剤が実践できる A

秤量時、マスク・キャップ・手袋を着用して調剤ができる A

処方の内容から用法用量が適切であるか判断ができる（小児用量含め） A

散剤分包機を正しく使用することができる A

賦形について理解し、適切に賦形できる A

混合調剤ができる A

粉砕調剤ができる A

単独投与となる薬剤について理解し調剤ができる A

錠剤・カプセル剤の粉砕・脱カプセルの可否を確認し調剤ができる A

アスピリンの調剤ができる A

簡易懸濁について理解し調剤ができる A

遮光袋・乾燥剤をつける医薬品を把握し調剤ができる A

分包器の清掃が必要となる薬剤を理解し調剤ができる（ダントリウム脱カプなど） B

散剤分包機、その他使用器具の清掃ができる A

レシート、分包紙、インクリボンの交換ができる A

予製を作成することができる

【塩化カリウム/塩化カルシウムも含む（CE科請求）】
B

備考講義日 到達目標

評価　A：1人でできる（問題なくできる）

　　　B：指導の下できる　C：知識がある　D：概要がわか

る

※評価者は6年次以上

5年目以下のプリセプターが評価する場合は、教育・研修係

が評価確認を行う。

指導者評価

※プリセプター/指導者
自己評価



・管理薬調剤（5月-6月）

伝票が必要な薬剤および管理薬の区分を理解し調剤ができる A

・処方送信および院外処方の処理（8-11月）

院外処方の鑑査・処方送信ができる A

問い合わせ不要の項目について把握し送信ができる A

院外処方の流れ（通常）を理解し、必要時処理ができる A

院外処方の流れ（透析科）を理解し、処理ができる A

院外処方の流れ（特養科）を理解し、処理ができる A

院外処方の流れ（在宅科）を理解し、処理ができる A

院内お渡し薬について理解し、調剤・交付ができる A

院外処方から院内処方へ変更となった場合の処理ができる A

院内処方から院外処方へ変更となった場合の処理ができる A

院外処方の疑義照会の対応、処理ができる

（電話対応・FAX送信、カルテ記載、処方修正まで）
A

院外からの疑義照会後のカルテ記載および処方修正の確認ができる A

服薬情報提供書(トレーシングレポート)・訪問薬剤管理指導報告書・糖尿病自己注射

報告書・吸入服薬情報提供書の処理ができる（スキャン・取り込み作業まで）
A

包括的事前合意プロトコルを理解し、疑義照会の対応、各種報告書の処理ができる A

調剤薬局で発生した過誤の処理方法を理解している（調剤過誤報告書の処理） C

PBPM（6-8月）

問い合わせ簡素化プロトコル（当院処方における）について理解し対応できる A

同時服用回避方法（キレート回避）を理解し対応できる A

薬剤師による処方の代行オーダー（処方修正、新規処方、処方削除）ができる A

医薬品に関連した血液・尿検査の代行オーダー（医師承諾必要）ができる B

検査の代行オーダーができる（医師確認不要）

※VCM血中濃度、HBV、ChE、PT-INR
A

・処方送信（入院）（6-8月）

薬歴、診療録、患者の状態から処方内容が妥当か判断し、優先順位を理解し処方送信

ができる
A

薬歴、診療記録、患者の状態から判断し適切に疑義照会ができる A

異常時指示の処方送信ができる(チェックリストについても把握している) A

疑義照会を行った際に該当のパタンテンプレートを記載することができる A

特殊状態・病態患者（高齢者・新生児・小児・授乳婦・腎および肝機能障害）

における注意点および投与量を把握し処方送信ができる
A

保留や鑑査要求の方法を理解し処方送信・処理ができる A

処方修正の方法を理解しその後の処方送信・処理ができる A

・鑑査（7-8月）

処方箋の種類から優先順位を判断し調剤鑑査が実践できる A

電子カルテ上で最終監査完了の処理ができる A

・解除（6-8月）

処方のロックを解除し適切な処理ができる

(電話・FAX・処方の回収等 )（外来・入院それぞれの処理ができる）
A

異常時指示のロック解除ができる A

医事課への連絡の必要性を判断し、必要であれば連絡ができる A

会計処理終了後の処方の処理ができる A

・電話・FAX（6-8月）

内線の電話対応ができる A

外線（院外専用、３コール）の電話対応ができる A

FAX（医事課、調剤薬局）の対応ができる A

残置薬表の出し方（エクセルより）、連絡対象者の選別ができる A

悪質な電話（イタズラ電話、勧誘、職員のPHS番号の聞き取り）への対応ができる A

・鑑別（4-5月）

「持参薬鑑別」のアプリを使用し鑑別ができる A

「持参薬鑑別」のアプリを使用し抜薬ができる A

当院処方（透析科含む）、他院処方の登録すべき日数を理解し鑑別ができる A

入院中継続使用不可となる薬剤を理解し鑑別ができる（JCI規定上） A

入院中の歯科口腔外科処方のセット登録ができる A

（5-7月）

麻薬・管理薬の取り扱い（鑑別手順や管理方法など）を理解し鑑別ができる B

鑑別のチェックにおいて必要な場合、薬歴反映ができる A

（随時あたったときに）

治験薬の取り扱い（鑑別手順や管理方法など）を理解している C

・窓口（5-7月）

窓口対人業務が実践できる（患者、院内スタッフともに） A

窓口にて正しく投薬ができる　（患者確認・投薬番号確認） A

「投薬待ち受け」のアプリを使用できる A

残置薬の保管場所、渡し方を理解し対応できる A

院内お渡し薬の意味、調剤、渡し方を理解し対応できる A

吸入薬・点眼薬（ベストロン点眼液）等の説明や調製が必要な薬剤を判断し、窓口に

て指導が行える
A

備品（ビニール袋、練習用キット等）、さかえ、手帳の保管場所（さかえは渡し方

も）を把握し対応できる
A

欠品薬剤がある場合の対応について理解し処理できる A

院外処方箋を持参されたときの対応を理解し対応できる A

冷所品（すぐに取りに来られなかった際の対応）の取り扱いについて理解し処理でき

る
A

窓口周りの整理ができる（患者コメントの入力、針捨てBOXの運用、ビニール袋の補

充、処方箋の整理等）
A

「会計」に関する札があるときの対応を理解し処理できる（会計待ち、処方変更） A

駐車券を出された際の適切な案内ができる A

外国人患者の対応を理解している C

患者確認が必要な薬（コンサータ）の渡し方を理解している C

・その他（4-8月）

薬剤部内担当業務(ルーチン)について理解し業務ができる A

内服の当院指定の特定抗菌薬を把握し、調剤ができる A

医事課から管理薬、麻薬伝票を受取り、調剤ができる A

治験薬の調剤、鑑査を行うことができる B

医薬品の在庫場所、在庫管理方法を理解し調剤ができる A

消耗品の発注方法（SPDカード、直接）を理解し処理ができる

※空トナーの置き場を把握して破棄できる
A

調剤機器類の取り扱いができる A

調剤機器等の故障時の対応ができる（注射と重複） B

錠剤カセッター・TABSORT・散剤分包機（漢方など使用後）の掃除ができる A

シューターの使用方法、取り扱いを理解し使用できる A

（午後やることリスト）薬剤師のみできること↓

欠品処理ができる A

最終鑑査の完了確認ができる A

進捗管理画面で完了確認ができる A

（午後やることリスト）ソルブさんがやってくれること（平日）

※土日は薬剤師がやらなければいけない。

輪ゴムの補充ができる A



プリンターへの紙および薬袋の補充ができる A

シュレッダー（前日分の薬券・個人情報が記載された紙）ができる A

温度管理の記録ができる（記載不備・受信エラーがある時の対応を含む） A

温度逸脱があった場合の確認方法と対処方法を理解している

（薬剤部内、その他の部署）
C

説明書、フレーバー、プリンタートナー等の発注（保管場所も含め）ができる A

返却された医薬品を適切に在庫場所へ戻すことができる A



2026薬剤部新入職者業務進捗管理表　　（注射）

氏名 最終自己評価

4月 5月 6月 7月 8月 9月 3月

・注射 / / / / / /

調剤(4-5月）

YUNICOM-GXより処方を送信し、注射の調剤が実践できる（処方監査・エ

ラー解除含む）
A

アンプルピッカーの使用方法を理解し処理ができる（エラーの解除も含む） A

集計表に基づき、調剤に必要な薬剤を集めることができる A

Gxハンディを用いて調剤ができる A

注射処方箋の記載事項を確認できる

（投与量、投与速度、小児の希釈の計算等）
A

修正、削除処方箋の取り扱いを理解し調剤ができる A

異常時指示オーダーの調剤・払い出しができる A

定期注射カートの施錠ができる（払い出しのタイミングについて理解してい

る）
A

病棟、外来ラック及び日帰り(ＤＳ)ラックへの払い出しができる A

「透析ストック」コメントが入っている処方の調剤、払い出しができる A

注射の鑑査が実践できる A

必要時、疑義照会ができる A

払い出しに注意を要する薬品を把握し調剤鑑査ができる【冷所品、払い出さ

ない薬剤(化学療法、ノボリンR注、麻薬、管理薬、特生)】
A

当院で指定している特定抗菌薬を把握した上で調剤監査ができる（届け出の見方や医

師がどこから入力しているか業務では確認はしないが、理解しておくこと）
A

当院で採用している高濃度電解質製剤（カリウム）、ヘパリン、麻薬及び壊

死性抗がん剤（ハイアラート薬）の管理方法を理解し調剤ができる
A

高濃度電解質製剤投与時の注意事項（濃度、投与速度）を理解し調剤ができ

る
A

配合変化に注意を要する薬剤について把握し調剤ができる A

配合変化の有無の確認方法、回避方法を理解し対応ができる A

処方箋とは別に、払い出し時に伝票が必要な薬剤を理解し調剤ができる A

向精神薬(管理薬)・毒薬の調剤ができる A

ニトプロの払い出しについて理解し調剤ができる A

向精神薬（管理薬）・毒薬の空アンプル・空ヒートの取り扱いを理解し処理

ができる

　イントラ　→　委員会　→　医療安全　→　医療安全管理委員会

　→　手順・マニュアル類「医療安全管理マ　ニュアル」　→　【7】各部署における医療事故

防止マニュアル

A

YUNICOM-GXを利用して特定生物由来製品の調剤ができる A

特定生物由来製品(通常分)の調剤ができる A

特定生物由来製品(病棟ストック分)の調剤ができる A

特定生物由来製品（OPE室ストック分）の調剤ができる A

特性生物由来製品の返品処理ができる（Gxでの返品処理） A

特性生物由来製品の返却されたB伝票の処理ができる（使用済分） A

その他

アンプルピッカーの補充ができる A

シューターの取り扱いを理解し、使用できる A

当院で接種可能なワクチンについて把握し対応ができる A

エキザルベガーゼの貸し出しができる A 　

処方箋および患者・Rpラベルの再発行ができる A 　

処方制限薬（メロペネム）を処方依頼された場合の対応ができる（処方入力の方法まで） A

異常時指示のロック解除ができる A

不適切な返品があった場合の処理・対応ができる A

プリンターのトナー・定着器・ベルトユニットの交換・発注ができる B

使用済みの消耗品の処理ができる B

調剤機器等の故障時の対応ができる（1Fと重複） B

アンプル返品装置を使用できる B

評価　A：1人でできる（問題なくできる）

　　　B：指導の下できる　C：知識がある　D：概要がわか

る

講義日 到達目標

自己評価



緊急時対応ができる（Dr.ABC） B

ルーチン業務

注射ルーチンの1日の流れを理解し業務ができる A

透析患者の注射鑑査ができる A

小児定期カートの補充ができる A

小児ワクチンの調剤・鑑査ができる A

CAGカートの補充確認ができる（チェックのみ） A

OPEカートの補充・チェックができる（3階・4階） A

救急カートの運用について理解し、必要時対応ができる

（救急ｶｰﾄの封印具の発注方法まで理解している）
A

薬品請求の払い出しができる（期限シールも含む）　(助手不在の場合) A

管理薬の締め処理ができる A

注射チェックリストの使用方法を理解し業務ができる A

禁忌登録ができる A

OPE室の定数麻薬・管理薬の受け取り、調剤、払い出しができる（土曜日

等）
A

内視鏡の定数麻薬・管理薬の受け取り、調剤、払い出しができる（土曜日

等）
A

ウロ外来の定数管理薬の受け取り、調剤、払い出しができる A

薬品管理

薬剤の保管方法を理解した上で調剤や返品することができる A

予約が必要な医薬品の受け付けとファイルへの記入ができる A

キュービックスおよびノバムの取り扱い方法を理解し調剤ができる A

ボトックス注の取り扱い(帳簿、空バイアルの処理)を理解し処理ができる B

拮抗薬の場所を把握し払い出しができる A

返却された医薬品を適切に在庫場所へ戻すことができる A

破損伝票の取り扱いができる A



2026薬剤部新入職者業務進捗管理表　　（麻薬）

氏名 最終自己評価

4月 5月 6月 7月 8月 9月 3月

麻薬調剤(4-6月） / / / / / /

麻薬処方箋の記載事項を理解し麻薬の調剤ができる(関係する法律含め） A

麻薬の処方日数制限について理解し調剤ができる（外来・入院） A

YUNICOM-GXを使用し、麻薬の調剤・鑑査ができる A

麻薬のカウントができる　※破棄麻薬帳簿も含め A

ペチジン注の紙帳簿の運用について理解し、記載ができる A

慢性疼痛の適応がある麻薬および慢性疼痛の処方医師は限定されている

（eラーニングを受けた医師）ことを理解し調剤ができる

（慢性疼痛で使用時にはその旨麻薬伝票へ記載または押印）

A

麻薬帳簿の記載（紙帳簿、Gx入力【バーコード】）ができる A

外来処方、退院処方に注意喚起文書をつけて調剤ができる A

未使用麻薬の返納処理ができる A

麻薬事故が起きた際の対処方法（発生状況の確認、事故届等）を理解し

対応ができる
B

麻薬の破棄ができる A

修正が必要な麻薬処方箋の処理ができる A

外来

麻薬伝票の受け取りができる A

窓口で患者へ麻薬の交付ができる A

次回予約日を確認し、発注漏れがないように発注注意リストに記載ができる A

残置薬に麻薬があった場合の対応、麻薬が欠品した場合の対応を理解し

処理ができる
A

・入院（5-7月）

入院患者の麻薬(内服・外用・注射)を適切に払い出し、および投薬すること

ができる
A

適切な台紙を払い出すことができる A

B伝票の記載内容が正しいことを確認し使用済の麻薬の受け取りができる A

残薬、残液があるものを受け取り、処理ができる A

麻薬運搬用ボックスの運用方法を理解し対応ができる A

内視鏡

処方箋の使用数と空バイアル数を確認して受け取りができる A

内視鏡室への払い出しができる A

調剤、鑑査ができる　（入力業務、ペチジン注の紙帳簿記載） A

OPE室麻薬

処方箋の使用数と空バイアル数を確認して受け取りができる A

IV-PCA/PCEAの調剤、監査ができる A

調剤ができる（残液量の入力ができる） A

鑑査ができる（入力された調剤記録・調剤内容に不備がないかを確認するこ

とができる）
A

残薬の破棄ができる 　

OPE室への払い出し方法を理解している　(平日の急ぎ/土曜　OPE麻ルーチ

ン)
C 　

ER

ストック使用分の麻薬の調剤、鑑査ができる（空バイアル、アンプルの確

認）
A

持参薬

麻薬の鑑別登録ができる（登録日数など） B

YUNICOM-GXへの登録ができる B

手書き伝票の記載ができる（麻薬施用者番号の確認方法など) B

「持参麻薬預かり状況」の表、「持参麻薬確認表」について理解し処理がで

きる
B

麻薬を貼付して入院された場合の対応ができる B

評価　A：1人でできる（問題なくできる）

　　　B：指導の下できる　C：知識がある　D：概要がわか

る

講義日 到達目標

自己評価



適切に払い出しができる B

退院時の持参麻薬の取り扱いについて理解し処理ができる B



2026薬剤部新入職者業務進捗管理表　　（拘束・夜勤）

氏名 最終自己評価

4月 5月 6月 7月 8月 9月 3月

拘束業務 / / / / / /

拘束の1日の流れ・拘束帯の業務を理解し業務ができる A

ハイアラート薬の施錠確認、業務日誌への押印ができる A

外来部署の薬品請求、ウロ外来の調剤ができる（ダブルチェック必須） A

ERカートの補充ができる A

OPEカートの補充、OPE室・内視鏡室の麻薬の処理ができる A

夜勤業務

夜勤帯業務のスケジュールを理解し、業務ができる A

○調剤

異常時指示の調剤ができる【4時(全病棟）】 A

返品・アンプルピッカーの補充ができる A

OPE室麻薬/内視鏡/OPEカートの調剤ができる

　(拘束帯までに終わっていなければ)
A

麻薬の調剤・未払い出しがないか確認できる A

翌々日分の臨時処方の払い出しができる　（助手不在時） A

翌々日分の定期処方の払い出しができる

（配薬セット対象ではない病棟の定期薬を払い出す）
A

透析定期処方の払い出しができる(定期日のみ) A

透析注射の調剤・鑑査ができる　※祝日のみ A

定期注射の締め出しができる（土曜のみ） A

○ATC

ATCの半錠カセッターの掃除ができる　※土日のみ

(日曜は中身全部出して掃除)
A

TABSORTを使用し返品作業(目視確認、分包、返却)、再起動、清掃が

できる※日曜のみ
A

○散剤分包機

調剤台・分包機の清掃ができる　（日曜・祝日のみ） A

散剤分包機のフィルター交換ができる(日曜のみ) A

ターボブラシの交換・洗浄ができる(日曜のみ、奥の散剤分包機のみ) A

○窓口

シャッター開閉ができる　　(夕方)閉める、(明け方)開ける A

電光掲示板の再起動ができる A

残置薬の処理ができる(4週間前の残置薬の処理、メール送信) A

残置薬の整理ができる

(夕診帯、夜間帯の処方薬の残置薬アプリへ入力、冷所品確認)
A

○日時更新

処方箋綴じ・整理ができる A

電子カルテの再起動ができる【1F、B1F（DI室、部長室を除く）】 A

YUNICOM-GXの再起動ができる　【1F、B1F（DI室を除く）】 A 　

アンプルピッカーの再起動ができる A 　

薬袋発行コースの切り替えができる A

医事課への業務量報告ができる

【調剤集計アプリ(電子カルテ)より集計し指定エクセルへ入力】
A

業務量入力ができる【薬剤部内エクセル】 A

評価　A：1人でできる（問題なくできる）

　　　B：指導の下できる　C：知識がある　D：概要がわか

る

講義日 到達目標

自己評価



業務日誌の作成・印刷ができる A

軟膏・水剤予製の作成ができる A

○6時以降　

当直帯業務量の入力ができる　【Gx】 A

8時会での報告事項を理解し、出席・報告ができる A

郵送品の提出・薬剤部宛の郵便物の確認ができる A

薬剤部内の朝礼での報告ができる A

最終監査完了、進捗管理確認（当直帯に翌々日分を払い出した場合）ができる A

医療機器動作点検ができる（エクセル入力） A

温度確認ができる（明け日に助手が不在の場合） A

申し送りノートの更新ができる A

○早出（8時以降）

早出業務の流れを理解している C

内視鏡・泌尿器科外来への麻薬・管理薬等の払い出しができる A

○その他

薬剤服用説明書の補充・発注方法を理解し対応できる

（エレンタールフレーバーも含む）
A

薬物中毒の対応ができる B

備品のチェックができる(日曜のみ) A

薬袋・プリンター用紙の補充ができる　（日曜のみ) A

輪ゴム・内袋・買い物袋・セロテープ、外用・水剤容器の補充ができ

る

（日曜のみ)

A

欠勤者がいたときの対応ができる A

業務日誌の提出ができる A

調剤ミス集計ができる A

1階毒薬・管理薬のカウントができる A

院外FAX（疑義照会およびPBPM、トレーシングレポート等）

の処理ができる
A

ノートPCの台数確認ができる　（管理表をファイルに綴じる） A



氏名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

2 or 3回目 1ヶ月後 2ヶ月後
4ヶ月後

(ローテ終了時)
1年目3月 2年目3月 3年目3月

評価者印

/

評価者印

/

評価者印

/

評価者印

/

評価者印

/

評価者印

/

評価者印

/

評価日：/ / / / /　/ /　/ /　/ / / / / /　/ /　/ /　/

申し送り方法を理解し業務ができる A

各病棟の持参薬、退院処方、返品の保管場所を把握し対応できる A

ハイアラート薬の在庫場所を把握し確認できる

（インスリンバイアルリマインダーの確認を含む）
A

救急カートおよび定数配置薬の管理ファイルの所在を把握し確認できる A

各病室入室時の感染対策を理解し対応できる A

(10階)スクリーニングができる A

(10階)エリプタの吸入指導ができる A

(10階)タービュヘイラーの吸入指導ができる A

(10階)エアロスフィアの吸入指導ができる A

(10階)レスピマットの吸入指導ができる A

(10階)ブリーズヘラーの吸入指導ができる A

(10階)エアロチャンバーの入手方法がわかり、吸入指導を理解している C

(10階)退院時チェックリストを確認できる A

(10階)当院透析患者が他科入院していた場合の退院時処理ができる A

(10階)麻薬退院処方がある場合の処理ができる A

(10階)持ち込み麻薬があるときの退院時処理ができる A

(10階)入院中にSMBGを導入した場合の退院時処理について理解している C

(10階)バンコマイシンのTDMにてPAT解析・医師への報告提案ができる A

(10階)アミカマイシンのTDM（外注）ができる A

(10階)限定薬/要予約薬/当院非採用薬　使用患者の注意点を理解し処理できる　　 A

講義日 2 or 3回目 1ヶ月後 2ヶ月後
4ヶ月後

(ローテ終了時)
1年目3月 2年目3月 3年目3月

評価者

（　　）

評価者

（　　）

評価者

（　　）

評価者

（　　）

評価者

（　　）

評価者

（　　）

評価者

（　　）

評価日：/ / / / /　/ /　/ /　/ / / / / /　/ /　/ /　/

申し送り方法を理解し業務できる A

各病棟の持参薬、退院処方、返品の保管場所を把握し対応できる A

救急カートおよび定数配置薬の管理ファイルの所在を把握し確認できる A

(9北：脳外)テリボンAIの手技指導ができる B

(9南)眼科患者への退院指導ができる A

医師不在時の連絡方法を把握し対応できる A

(9北)栄養ラウンドの運用について理解し、評価を入力することができる A

(NCU) 早期栄養介入管理加算について理解し、評価を入力することができる A

(9北)抗血小板薬・抗凝固薬、降圧剤服用時の患者説明書の運用を把握し指導できる A

脳卒中相談窓口の運用について理解している C

9北・9南で使用する注射薬　配合変化表について把握し活用できる A

講義日 2 or 3回目 1ヶ月後 2ヶ月後
4ヶ月後

(ローテ終了時)
1年目3月 2年目3月 3年目3月

評価者

（　　）

評価者

（　　）

評価者

（　　）

評価者

（　　）

評価者

（　　）

評価者

（　　）

評価者

（　　）

評価日：/ / / / /　/ /　/ /　/ / / / / /　/ /　/ /　/

各病棟の持参薬、退院処方、返品の保管場所を把握し対応できる A

救急カートおよび定数配置薬の管理ファイルの所在を把握し確認できる A

医師への申し送り方法を理解し対応できる A

外科カンファレンスに参加できる A

講義日 2 or 3回目 1ヶ月後 2ヶ月後
4ヶ月後

(ローテ終了時)
1年目3月 2年目3月 3年目3月

評価者

（　　）

評価者

（　　）

評価者

（　　）

評価者

（　　）

評価者

（　　）

評価者

（　　）

評価者

（　　）

評価日：/ / / / /　/ /　/ /　/ / / / / /　/ /　/ /　/

申し送り方法を理解し業務できる A

各病棟の持参薬、退院処方、返品の保管場所を把握しさまざまな対応ができる A

ハイアラート薬の在庫場所がわかる（インスリンバイアルリマインダーの確認を含む） A

救急カートおよび定数配置薬の管理ファイルの所在を把握し確認できる A

(7階)スクリーニングを行い、看護師へ伝える事ができる A

(7階)化学療法ワークシートを活用し、説明できる A

(7階)化学療法患者の退院処方の確認ができる A

講義日 2 or 3回目 1ヶ月後 2ヶ月後
4ヶ月後

(ローテ終了時)
1年目3月 2年目3月 3年目3月

評価者

（　　）

評価者

（　　）

評価者

（　　）

評価者

（　　）

評価者

（　　）

評価者

（　　）

評価者

（　　）

評価日：/ / / / /　/ /　/ /　/ / / / / /　/ /　/ /　/

申し送り方法を理解し業務できる A

各病棟の持参薬、退院処方、返品の保管場所がわかる A

退院時チェックリストを確認できる A

ワルファリン導入時にパンフレットを用いて指導ができる A

WFコントロール表の運用を理解し活用できる A

レパーサ皮下注の手技指導ができる B

循環器内科の教育パスに沿った指導、記録ができる(動画、心臓病手帳の使用を含む) A

心不全カンファレンスに参加する準備ができる A

心不全ケアシートの運用を理解し、記載することができる A

カテ記録を閲覧できる A

救急カートおよび定数配置薬の管理ファイルの所在を把握し確認できる A

自己評価

自己評価

自己評価

6階

8階

業務到達度評価票　【各病棟】　　　　　　　　　　　　　　　　　　 到達目標

7階

業務到達度評価票　【各病棟】　　　　　　　　　　　　　　　　　　 到達目標

備考業務到達度評価票　【各病棟】　　　　　　　　　　　　　　　　　　

10階

自己評価
指導者評価

※プリセプター/指導者

講義日 到達目標

備考

9階

業務到達度評価票　【各病棟】　　　　　　　　　　　　　　　　　　 到達目標

指導者評価

備考

指導者評価

評価　A：1人でできる（問題なくできる）

　　　B：指導の下できる　C：知識がある　D：概要がわかる

※評価者は6年次以上

5年目以下のプリセプターが評価する場合は、教育・研修係が評価確認を行う。

業務到達度評価票　【各病棟】　　　　　　　　　　　　　　　　　　

自己評価 指導者評価

到達目標

備考

指導者評価

備考



講義日 2 or 3回目 1ヶ月後 2ヶ月後
4ヶ月後

(ローテ終了時)
1年目3月 2年目3月 3年目3月

評価者

（　　）

評価者

（　　）

評価者

（　　）

評価者

（　　）

評価者

（　　）

評価者

（　　）

評価者

（　　）

評価日：/ / / / /　/ /　/ /　/ / / / / /　/ /　/ /　/

各病棟の持参薬、退院処方、返品の保管場所を把握し対応できる A

救急カートおよび定数配置薬の管理ファイルの所在を把握し確認できる A

翌日の退院準備ができる A

産科・小児科に入院中の患者の鑑別は全数登録を行う（その他診療科はルール通り） B

（産科）妊婦授乳婦への使用薬剤の可否について判断できる B

（産科）算定の可否について理解し算定できる（中絶・分娩・流産・IUFDなど） B

（産科）産後ケア入院について把握し、必要時対応できる

（外来扱い/処方は外来処方・算定不可）
B

（小児）小児への使用薬剤の可否について判断できる B

（小児）個々の患者へ適切な剤形を提案できる A

（小児）低出生体重児、新生児、乳児、幼児、小児における薬物動態と、

薬物治療で注意すべき点を考慮した薬学的管理を理解している
C

（小児）吸入指導を行うことができる（エアロチャンバーの指導も含む） B

講義日 2 or 3回目 1ヶ月後 2ヶ月後
4ヶ月後

(ローテ終了時)
1年目3月 2年目3月 3年目3月

評価者

（　　）

評価者

（　　）

評価者

（　　）

評価者

（　　）

評価者

（　　）

評価者

（　　）

評価者

（　　）

評価日：/ / / / /　/ /　/ /　/ / / / / /　/ /　/ /　/

服薬指導ができない重症患者の薬物治療管理の考え方を理解している B

外科術後患者の周術期管理を理解している A

鎮静鎮痛薬の使い分けを理解している A

敗血症性ショックの患者に対する抗菌薬の考え方を理解している C

急性腎不全（AKI）の腎機能の考え方を理解している B

CHDFの原理と薬の投与量設計の考え方を理解している C

ICU特有の合併症（ストレス潰瘍、DVT）の対策を理解している B

心不全患者の急性期管理を理解している（カテコラミン、利尿薬など） C

急性冠症候群の急性期管理を理解している B

講義日 2 or 3回目 1ヶ月後 2ヶ月後
4ヶ月後

(ローテ終了時)
1年目3月 2年目3月 3年目3月

評価者

（　　）

評価者

（　　）

評価者

（　　）

評価者

（　　）

評価者

（　　）

評価者

（　　）

評価者

（　　）

評価日：/ / / / /　/ /　/ /　/ / / / / /　/ /　/ /　/

患者の常用薬・薬歴を情報源から正確に読み取ることができる A

代表的な医薬品の副作用について、患者の状態と結びつけて考えることができる A

CPA対応について理解している C

疾患の標準治療について適宜調べ、情報を活用することができる B

中毒について、代表的な起因物質とその対処法を理解している、

もしくは調査し活用することを理解している
C

トラウマモードについて理解している C

ER

自己評価

自己評価

自己評価

業務到達度評価票　【各病棟】　　　　　　　　　　　　　　　　　　 到達目標

業務到達度評価票　【各病棟】　　　　　　　　　　　　　　　　　　 到達目標

指導者評価

備考

5階

指導者評価

備考

指導者評価

備考

ICU

業務到達度評価票　【各病棟】　　　　　　　　　　　　　　　　　　 到達目標



氏名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

2 or 3回目 1ヶ月後 2ヶ月後
4ヶ月後

(ローテ終了時)
1年目3月 2年目3月 3年目3月

評価者印 評価者印 評価者印 評価者印 評価者印

/

評価者印

/

評価者印

/

評価日：/ / / / 2026/3/31 2027/3/31 2028/3/31 / / / / 2026/3/31 2027/3/31 2028/3/31

基礎 A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

内服薬、外用薬、注射薬の実施状況が把握できる A

A

A

B

B

A

B

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

B

A

A

A

A

A

A

① プレアボイド報告 A

② 副作用報告 B

A

A

C

A

A

C

A

B

医薬品の効果と副作用をモニタリングするための項目を列挙できる

臨床検査値の変化と使用医薬品の関連性を説明できる

薬物治療の効果、副作用の発現について、患者の症状や検査所見から評価できる

様々な情報源を確認し、医師に対して処方変更を含めて処方提案ができる

代表疾患について治療ガイドライン等を参照し、エビデンスに基づいた評価、提案ができる

(がん、糖尿病、脳血管障害、高血圧、不整脈、心不全、呼吸器疾患など)

備考

患者中心の医療の視点において個々に配慮した対応ができる

当院透析患者が入退院したときの対応ができる

業務到達度評価票　【病棟】

定数配置薬保管状況ラウンドを行うことができる（3ヶ月に1回）

異常時投薬チェックシートの運用を理解している

内服薬の返品運用について理解し、必要時対応できる

褥瘡評価の運用を理解し、褥瘡管理計画書に評価を入力することができる

いたみの記録の運用を理解している

病棟薬剤業務の業務内容①～⑦の業務について理解し、入力できる

（病棟薬剤業務日誌入力アプリ参照）

テンプレートを用いて、業務内容①～⑦の業務を行った際のカルテ記載ができる

（病棟薬剤業務日誌入力アプリ参照）

各種報告書の作成意義を理解し、正しく報告ができる

その他

TDM解析を実施すべき薬剤を把握し、正しく評価できる

肝機能・腎機能低下時における薬物動態と、薬物治療・投与設計において注意すべき点を考慮

した薬学的管理を実践できる

個別の患者情報（遺伝的素因、年齢的要因、臓器機能など）と医薬品情報をもとに、薬物治療

を計画・立案できる

自己血糖測定の手技指導ができる

WindowsPCのアップデートができる

病

棟

薬

剤

業

務

薬剤管理指導料と病棟薬剤業務実施加算の違いが説明できる

退院指導を行いSOAPを記載できる

担当病棟の全入院患者の投薬状況を確認できる

病棟薬剤業務時間を病棟日誌アプリに登録し、病棟日誌の作成ができる

インスリンの手技指導ができる

退院指導

薬

剤

管

理

指

導

業

務

入院、退院、在宅を含めた地域での連携の重要性について説明できる

(月末棚卸し) 定数配置薬、救急カート薬の使用期限をチェックできる

医師、看護師等と情報共有ができ、コミュニケーションができる

病院内の多様な専門医療チームの活動における薬剤師の役割を説明できる

薬剤管理サマリーの運用を理解し作成できる

多

職

種

連

携

回診、カンファレンスにおいて、薬学的視点で発言ができる

薬物治療上の問題点解決のための情報を医師、看護師等と共有し、患者の治療に貢献できる

※評価者は6年次以上

5年目以下のプリセプターが評価する場合は、教育・研修係が評価確認を行う。

到達目標

自己評価

退院時薬剤情報管理指導料に必要な要件を理解し、算定できる

お薬手帳用薬剤情報提供書を作成できる

薬剤総合評価調整加算と薬剤調整加算用のテンプレートが使用できる

カレンダー、経過表、ワークシート、薬歴の参照法を理解し、活用できる

評価　A：1人でできる（問題なくできる）

　　　B：指導の下できる　C：知識がある　D：概要がわかる

指導者評価

薬剤管理指導業務に必要なアプリを理解し、電子カルテを適切に活用できる

講義日

薬剤管理指導業務の意義、算定要件について説明できる

基礎

術前休薬が必要な薬剤を理解し、休薬・再開の判断ができる

病棟業務の一日の流れを把握し業務できる（病棟フォローや休憩も含め）

服薬指導一覧アプリの使用ができる

処方の妥当性について評価できる

様々な情報源を確認し、薬物療法に必要な情報を収集できる

患者、介護者、カルテ情報などから、患者情報や薬歴などを適切に得て、

評価することができる

治療アドヒアランス向上のための提案ができる

カルテに記載可能な略語を把握し、記載できる（略語集を使用して確認できる）

医薬品情報の収集、提供ができる

病棟薬剤師間の申し送りができる

常用薬の確認、服薬計画の立案ができる

テンプレートを用いて患者教育実施の詳細を記載することができる

医薬品を中心とした相互作用を確認することができる

患者、生活者と円滑にコミュニケーションができる

指導者と情報共有が適切にできる

算定の付け方、マークの意味を理解し、算定入力ができる

テンプレートを用いて初回アセスメントができる（SOAPの記載までできる）

医薬品の投与量の計算、流量の計算、投与時の注意点について説明できる

調剤室担当者、入院ブース担当者と適切に情報共有ができる

高齢者における薬物動態と、薬物治療で注意すべき点を考慮した薬学的管理を実践できる

他職種からの質疑対応ができる / 医薬品情報提供ができる

薬剤総合評価調整加算と薬剤調整加算について理解し、算定できる

ハイリスク対象薬剤について理解し、指導ができる

初回面談

指導可否が判断でき、必要に応じ生活者や施設職員へ指導ができる

正しく患者確認ができる

SOAP形式で服薬指導記録を記載できる



氏名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

初回 2回目 2ヶ月後 1年目3月 2年目3月 3年目3月
評価者

（　　）

評価者

（　　）

評価者

（　　）

評価者

（　　）

評価者

（　　）

評価者

（　　）

評価日：/ / / /　/ /　/ /　/ / / / / /　/ /　/

服薬指導一覧アプリが使用できる A

算定の付け方、算定をつけない対象患者を把握し、業務ができる

（基本的に算定は【2】をとる、ケモ予定の患者は面談をするが、算定をつけないなど）
A

入院ブースを経由しない患者を把握し対応できる A

面談後の行う鑑別の優先順位を把握し対応できる（当日CAG、眼科が優先） A

入院ブース業務の1日の流れを理解し業務できる A

準備された面談シートから入院目的や休薬指示などを把握することができる A

面談後に患者を適切に案内し、面談バッグを保管場所へ入れることができる A

翌日の面談準備ができる A

正しく患者確認ができる A

テンプレートを用いて患者教育実施の詳細を記載できる A

テンプレートを用いて初回アセスメントができる（SOAPの記載までできる） A

常用薬の服薬状況の確認ができる A

休薬が必要な薬剤を理解し、面談できる A

休薬ができていない場合、必要な薬を服用していない場合など

医師に報告すべき症例を理解し対応できる
A

入院ブースで預からない（その場で返却すべき）薬剤を把握し対応できる A

「抗血栓薬等の服薬状況」をカルテ記載すべき対象患者を理解し、カルテ記載できる A

評価　A：1人でできる（問題なくできる）

　　　B：指導の下できる　C：知識がある　D：概要がわかる

※評価者は6年次以上

5年目以下のプリセプターが評価する場合は、教育・研修係が評価確認を行う。

備考

初

回

面

談

講義日業務到達度評価票　【病棟：入院ブース】

基礎

指導者評価

到達目標

自己評価



2026薬剤部新入職者業務到達度評価票　【部門業務】　

研修者氏名

1年目

9月

1年目

3月

2年目

9月

2年目

3月

3年目

9月

3年目

3月

評価者

( 氏名 )

評価者

(  )

評価者

(  )

評価者

(  )

評価者

(  )

最終評価者

(  )

/ / / / / / / / / / / /

●院内製剤

院内製剤のクラス分類について説明することができる A

院内製剤の意義、品質管理、調整方法について説明することができる A

調製に適した作業環境を選択することができる A

調製に適した装備を装着できる A

調製に必要な器材、原料を適切に選択することができる A

調製記録を作成することができる A

調製された薬剤の鑑査ができる A

調製後の後片付けができる A

●無菌調製　TPN　　

無菌的混合調製の意義、管理、調製方法、輸液処方内容及び配合変化について説明することができる A

無菌的混合調製に必要な準備ができる A

無菌的混合調製前の監査ができる A

無菌的混合調製作業用（無塵衣）の着用ができる A

クリーンベンチの操作ができる A

無菌的混合調製ができる A

無菌的混合調製済鑑査ができる A

無菌調製後の注射調剤手順について理解している C

無菌製剤処理料2について理解し、算定できる A

カリウム製剤を含む輸液の調整ができる A

NICUのTPN調整手順を理解している C

IVHバッグを使用する調製方法を理解している C

空気針が必要な製品を理解している C

ハーフセーラインについて理解している。 C

備考

評価　A：できる（問題なくできる）

　　　B：指導の下できる　C：知識としてわかる　D：概要がわかる

※評価者は6年次以上

5年目以下のプリセプターが評価する場合は、教育・研修係が評価確認を行う。

講義日 到達目標

自己評価 指導者評価



2026薬剤部新入職者業務到達度評価票　【部門業務】　

研修者氏名

1年目

9月

1年目

3月

2年目

9月

2年目

3月

3年目

9月

3年目

3月

評価者

( 氏名 )

評価者

(  )

評価者

(  )

評価者

(  )

評価者

(  )

最終評価者

(  )

/ / / / / / / / / / / /

●在宅

地域の在宅医療の仕組みや在宅医療に関わる多職種の役割を理解し、連携して対応できる。 A

患者・生活者中心の医療の視点において個々に配慮した対応ができる。 A

患者の私的な領域に入る意識を持ち、倫理規範を遵守し、適切な姿勢で対応できる。 A

患者、家族、介護者および生活者等と円滑にコミュニケーションができる。 A

医薬品情報の収集、提供ができる。 B

医薬局を中心とした各種通知等の薬剤師関連業務について説明できる。 A

医薬品の適切な管理、保管方法を説明できる。 B

医療保険・介護保険の在宅医療に関する制度や公費制度等について理解し、説明できる。 A

適応する保険等を踏まえて、制度に基づき、重要事項等説明書等を作成して患者や家族と契約を結ぶことがで

きる
B

医師と連携し、「診療情報提供書」の提供を受け、薬学的管理指導計画の立案ができる B

患者の状況に適した医薬品の選定、提案ができる B

患者の生活様式を把握し、状況に適した調剤・服薬指導などの判断・対応ができる B

体調（食事・排泄・睡眠・運動・認知など）を把握し、薬の影響をアセスメントできる B

患者の服薬状況や効果の確認、副作用の有無などの確認ができる A

患者、家族およびケアマネジャーと連携した薬学的管理指導計画を立て、他の訪問職種にも服薬に関

するフォローの依頼等ができる
B

実施した業務の内容を薬歴に適切に記録できる A

訪問後、医師・ケアマネジャーに報告書の提出ができる B

得られた患者情報に基づいた薬学的知見を多職種と共有することができる A

薬物療法における患者のアドヒアランス向上のための提案ができる A

医療・介護関係者と共有する患者情報を総合的に判断し、薬学的知見から在宅療養の方向性等につい

て意見することができる
B

サービス担当者会議に参加し薬学的情報を提供できる B

サービス担当者会議に参加し、薬学的知見からサービス内容の見直し等を提案できる B

在宅医療の質の向上のため、退院時カンファレンスに参加し、退院後の療養上必要な薬剤師に関する

説明および指導を行うことができる
A

居宅療養管理指導を未実施の患者においても、その必要性を判断し、医師やケアマネジャー等と適切

な協議ができる
B

患者や介護者、また医師等から夜間・休日、時間外に入る連絡に対応する体制を整えることができる B

衛生材料等の知識も有し、医薬品以外にも必要と考えられる物品等の提供や、他のサービス担当者に

必要な物品の適切な選択を提案できる
A

(緩和)

在宅末期がん患者の終末期に対する薬物治療・緩和ケアについて、提案を含めた医師との連携ができ

る
B

在宅で看取られる患者（老衰を含めたターミナル）およびその家族に対して、服薬管理を含めた精神

的にも寄り添うことができる
B

麻薬を含めた残薬の取り扱いについて説明できる

（麻薬の安全な回収・廃棄等を含む）
A

退院後に在宅疼痛緩和に移行する患者の情報を医療機関と共有できる（疼痛緩和独特の注意事項等に

ついての退院元医療機関と情報共有）
B

●地域連携

自施設と病床機能・規模の異なる他施設と患者情報の共有を行うこと等において連携できる A

地域医療者を含む研修会等に参加し、他施設の医療従事者へ適切な医療を提供するための情報交換会

を実施できる。
B

患者情報以外で他施設と業務連携を行うことができる。 B

在宅期（主に診療所や調剤薬局）での適切な薬物治療を理解し、他職種と共有できる B

慢性期（主に中小病院の療養病床）での適切な薬物治療を理解し、他職種と共有できる B

回復期（主に中小病院の療養病床）での適切な薬物治療を理解し、他職種と共有できる B

急性期（主に大規模病院や中小病院の一般病床）での適切な薬物治療を理解し、他職種と共有できる B

高度急性期（主に大学病院や大規模病院）での適切な薬物治療を理解し、他職種と共有できる B

高齢者介護施設（特別養護老人ホーム・介護医療院など）の従事者から見た適切な薬物治療の視点を

共有できる
B

入退院支援看護師/医療ソーシャルワーカーから見た適切な薬物治療の視点を共有できる B

ケアマネジャーから見た適切な薬物治療の視点を共有できる B

薬局から報告される服薬情報提供書（トレーシングレポート）を踏まえた対応ができる A

薬局からの疑義照会に対応ができる A

一般用医薬品等の販売や地域住民の健康維持・増進に関する相談に対応できる A

備考

評価　A：できる（問題なくできる）

　　　B：指導の下できる　C：知識としてわかる　D：概要がわかる

※評価者は6年次以上

5年目以下のプリセプターが評価する場合は、教育・研修係が評価確認を行う。

講義日 到達目標

自己評価 指導者評価



2026薬剤部新入職者業務到達度評価票　【部門業務】　

研修者氏名

応援業務

終了時

1年目

3月

2年目

3月

3年目

3月

評価者

( 応援先の指

導薬剤師名 )

評価者

(  )

評価者

(  )

評価者

(  )

/ / / / / / / /

(離島・へき地医療)

離島、へき地医療の特徴(医療資源が限られている環境)を説明できる A

採用薬が限られている状況でも、基本的な代替薬を考えることができる A

患者の生活背景(通院頻度・家族支援など)を踏まえて服薬指導ができる A

備考

評価　A：できる（問題なくできる）

　　　B：指導の下できる　C：知識としてわかる

　　　D：概要がわかる

※評価者は6年次以上

※応援先の評価者は責任薬剤師

講義日 到達目標

自己評価 指導者評価



2026薬剤部新入職者業務到達度評価票　【部門業務】　

研修者氏名　

1年目

9月

1年目

3月

2年目

9月

2年目

3月

3年目

9月

3年目

3月

評価者

( 氏名 )

評価者

(  )

評価者

(  )

評価者

(  )

評価者

(  )

最終評価者

(  )

/ / / / / / / / / / / /

●供給と管理

医薬品の流通体制が理解できる C

適正在庫に基づいた医薬品の発注が実践できる A

医薬品の検品が実践できる　※麻薬入庫も含む A

麻薬の管理ができる A

毒薬の管理ができる A

向精神薬の管理ができる A

覚せい剤原料の管理ができる A

特定生物由来由来製品の管理ができる A

限定薬(患者限定薬・診療科限定薬など)の管理ができる A

院内他部署の医薬品管理ができる A

棚卸しの概要を理解している C

内服薬のカウントができる(m!mobile) A

注射薬のカウントができる(m!mobile) A

外来救急カートの棚卸しができる　(4月～6月) A

土日など時間外・至急発注の手順がわかる A

備考

評価　A：できる（問題なくできる）

　　　B：指導の下できる　C：知識としてわかる　D：概要がわかる

※評価者は6年次以上

5年目以下のプリセプターが評価する場合は、教育・研修係が評価確認を行う。

講義日 到達目標

自己評価 指導者評価



2026薬剤部新入職者業務到達度評価票　【部門業務】　

研修者氏名　

1年目

9月

1年目

3月

2年目

9月

2年目

3月

3年目

9月

3年目

3月

評価者

( 氏名 )

評価者

(  )

評価者

(  )

評価者

(  )

評価者

(  )

最終評価者

(  )

/ / / / / / / / / / / /

●医薬品情報管理　(DI)

記録を含め質疑応答に対応できる B

院内で使用可能な医薬品情報源の特徴を理解し、適切に使用できる A

医薬品情報要約（ＤＩニュース等）を作成できる B

医薬品安全性情報報告を報告手順を理解している C

未承認・適応外の医薬品・医療機器使用に関する病院内の取り決めを理解

している
C

医薬品採用/緊急（臨時）採用の手順を理解している C

新規採用薬・採用見直しのために、複数の医薬品を評価できる B

医薬品情報を相手が理解できる形で提供できる（コミュニケーション）。 B

相手の業務内容を考慮して質問内容を理解し、適切に対応できる（コミュ

ニケーション）。
A

備考

評価　A：できる（問題なくできる）

　　　B：指導の下できる　C：知識としてわかる　D：概要がわかる

※評価者は6年次以上

5年目以下のプリセプターが評価する場合は、教育・研修係が評価確認を行う。

講義日 到達目標

自己評価 指導者評価



2026薬剤部新入職者業務到達度評価票　【部門業務】　

研修者氏名　

1年目

9月

1年目

3月

2年目

9月

2年目

3月

3年目

9月

3年目

3月

評価者

( 氏名 )

評価者

(  )

評価者

(  )

評価者

(  )

評価者

(  )

最終評価者

(  )

/ / / / / / / / / / / /

●医療安全

患者の安全を最優先に考えることが出来る A

患者が医療に参加する重要性を説明できる A

問題に対する改善点の導きと共有に取り組める A

規則や手順を守ることが出来る A

職員間のコミュニケーションを図ることができる A

危険の予知と必要な確認ができる A

自己の健康管理をすることができる A

医療技術の活用と業務の工夫をすることができる A

誤薬を防ぐ対策を理解している C

環境整備（場所、記録内容）を実践できる A

過誤報告、インシデントレポートを作成できる A

調剤過誤が起きたときに適切な処理ができる A

調剤から服薬(投薬)までの過程で誤りを生じやすい事例を列挙できる A

特にリスクの高い代表的な医薬品（抗悪性腫瘍薬、糖尿病治療薬、使用

制限のある薬等）の特徴と注意点を列挙できる。
A

代表的なインシデント（ヒヤリハット）、アクシデント事例を解析し、

その原因、リスクを回避するための具体策と発生後の適切な対処法を説
A

特にリスクの高い代表的な医薬品（抗悪性腫瘍薬、糖尿病治療薬、使用

制限のある薬等）の安全管理を実施できる。
A

調剤ミスを防止するために工夫されている事項を具体的に説明できる。 A

施設内のインシデント（ヒヤリハット）、アクシデントの事例をもと

に、リスクを回避するための具体策と発生後の適切な対処法を提案する
A

施設内の安全管理指針を遵守する。 A

備考

評価　A：できる（問題なくできる）

　　　B：指導の下できる　C：知識としてわかる　D：概要がわかる

※評価者は6年次以上

5年目以下のプリセプターが評価する場合は、教育・研修係が評価確認を行う。

講義日 到達目標

自己評価 指導者評価



2026薬剤部新入職者業務到達度評価票　【部門業務】　

研修者氏名　

1年目

9月

1年目

3月

2年目

9月

2年目

3月

3年目

9月

3年目

3月

評価者

( 氏名 )

評価者

(  )

評価者

(  )

評価者

(  )

評価者

(  )

最終評価者

(  )

/ / / / / / / / / / / /

●感染制御　　　

標準予防策（手指衛生、個人防護具）を適切に使用できる A

代表的な感染症の予防策と適切な消毒薬を選択できる A

上記の予防策・消毒薬の選択について他者に説明できる A

感染症発生時の初期対応を説明できる A

針刺し事故時における初期対応を説明できる A

感染症症例において適切な抗菌薬の選択ができる A

院内感染に関するチーム活動（ICT、AST）の役割を理解している C

●TDM　　　

TDMの意義及び一般的な対象薬を理解し、自院で扱うTDM対象薬を

説明できる
A

個別の患者情報（遺伝的素因、年齢的要因、臓器機能など）と医薬品

情報をもとにした薬物治療について理解している
C

高齢者における薬物動態と、薬物治療で注意すべき点を理解している C

肝機能・腎機能低下時における薬物動態と、薬物治療・投与設計にお

いて注意すべき点を理解している
C

低出生体重児、新生児、乳児、幼児、小児における薬物動態と、薬物

治療で注意すべき点を理解している
C

自院でのTDM業務の流れ（オーダー、採血、測定、解析、治療への

フィードバックなど）を説明できる
A

TDMを行う際の採血ポイント、試料の取り扱い、測定法について説

明できる
A

血中濃度に影響を与える因子について例を挙げて説明できる A

使用頻度の高いTDM対象薬剤（VCM,TEICなど）の初回投与量・維持

投与量の算出・処方提案ができる
A

備考

評価　A：できる（問題なくできる）

　　　B：指導の下できる　C：知識としてわかる　D：概要がわかる

※評価者は6年次以上

5年目以下のプリセプターが評価する場合は、教育・研修係が評価確認を行

う。

講義日 到達目標

自己評価 指導者評価



2026薬剤部新入職者業務到達度評価票　【部門業務】　

研修者氏名　

1年目

9月

1年目

3月

2年目

9月

2年目

3月

3年目

9月

3年目

3月

評価者

( 氏名 )

評価者

(  )

評価者

(  )

評価者

(  )

評価者

(  )

最終評価者

(  )

/ / / / / / / / / / / /

●がん化学療法

標準レジメンの治療スケジュールを理解し、監査することができる(7階、10月講義) A

各レジメンの必要な支持療法薬を理解し、監査することができる(7階、10月講義) A

抗がん薬曝露対策（安全キャビネット、防護具、閉鎖式接続器具）を実践できる(調製) A

抗がん薬を調製することができる(調製) A

がん化学療法の初回指導ができる（7階） A

副作用を客観的指標（CTCAE）により評価することができる(7階、薬剤師外来) A

必要な支持療法薬を選択し、医師へ提案することができる(7階、薬剤師外来) B

経口抗がん薬のアドヒアランスを評価することができる(7階、薬剤師外来) A

抗がん薬の減量や延期の必要性について評価することができる(7階、薬剤師外来) B

腫瘍性疼痛を客観的指標（NRS、FaceScale等）により評価することができる（7階、緩和？） A

必要な鎮痛薬を選択し、医師へ提案することができる（7階、緩和？） B

患者からの相談に対応することができる(7階、薬剤師外来) A

医師・看護師等の医療従事者からの相談に対応することができる(7階、薬剤師外来) A

備考

評価　A：できる（問題なくできる）

　　　B：指導の下できる　C：知識としてわかる　D：概要がわかる

※評価者は6年次以上

5年目以下のプリセプターが評価する場合は、教育・研修係が評価確認を行

う。

講義日 到達目標

自己評価 指導者評価



2026薬剤部新入職者業務到達度評価票　【部門業務】　

研修者氏名　

1年目

9月

1年目

3月

2年目

9月

2年目

3月

3年目

9月

3年目

3月

評価者

( 氏名 )

評価者

(  )

評価者

(  )

評価者

(  )

評価者

(  )

最終評価者

(  )

/ / / / / / / / / / / /

QI(オリエンテーションで説明)

QI目標を把握し達成に向けて活動ができる A

備考

評価　A：できる（問題なくできる）

　　　B：指導の下できる　C：知識としてわかる　D：概要がわかる

※評価者は6年次以上

5年目以下のプリセプターが評価する場合は、教育・研修係が評価確認を行う。

講義日 到達目標

自己評価 指導者評価



2026薬剤部新入職者業務到達度評価票　【部門業務】　

研修者氏名　

1年目

9月

1年目

3月

2年目

9月

2年目

3月

3年目

9月

3年目

3月

評価者

( 氏名 )

評価者

(  )

評価者

(  )

評価者

(  )

評価者

(  )

最終評価者

(  )

/ / / / / / / / / / / /

災害

災害時医療について概説できる B

災害時における地域の医薬品供給体制・医療救護体制について理解している C

災害時における病院と薬剤師の役割について理解し、実践できる B

備考

評価　A：できる（問題なくできる）

　　　B：指導の下できる　C：知識としてわかる　D：概要がわかる

※評価者は6年次以上

5年目以下のプリセプターが評価する場合は、教育・研修係が評価確認を行う。

講義日 到達目標

自己評価 指導者評価


